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遺跡と遺跡周辺の空中写真（国土地理発行のものを複製したものである） 1975年9月撮影
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1 調査風景（南西から）
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2 Tピット検出状況（西から）
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1 TP-73 (手前) ･74 (奥）検出状況（東から）
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例 言

l .本書は国士交通省北海道開発局室蘭開発建設部が行う日高自動車道厚真門別道路工事に伴い財団
あつまちようはまあつま

法人北海道埋蔵文化財センターが平成14年度に実施した厚真町浜厚真3遺跡の埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2．調査は第1調査部第4調査課が担当した。

3．本言の執筆は第I章；遠藤香澄・山中文雄､第Ⅱ章；笠原興・山中､第Ⅲ章；鎌田望・山中・

芝田直人、第Ⅳ章；山中・鎌田・芝田、第v章；鎌田・芝田、第Ⅶ章；山中が担当し、鎌田が編集

を担当した。文責は文末に記してある。

4．現地調査時の写真撮影、整理作業時の遺物撮影および写真整理は笠原が行った。

5．炭化物の放射性炭素年代については(株)地球科学研究所に依頼した。

6. Tピット内堆積物等の花粉分析および植物珪酸体分析についてはパリノ ・サーヴェイ株式会社に

依頼した。

7．土器、石器などの実測・ トレースは藤内まゆみ、河lll奇まなみが行った。

8．調査報告終了後の出土資料および記録類については厚真町教育委員会が保管する。

9．調査にあたっては下記の諸機関、各位からご協力、ご指導を頂いた（順不同、敬称略)。

北海道教育委員会、厚真町教育委員会、鵡川町教育委員会、早来町教育委員会、明治カルチェ・

ヴイヴァン文化講座、 日高山脈館、厚真町教育委員会長橋政徳・乾哲也・乾希、門別町図

書館郷士資料館川内谷修・橋本晋、苫小牧市勇武津資料館佐藤一夫、苫小牧市立博物館

赤石慎三・宮夫靖夫、苫小牧市教育委員会兵藤千秋・工藤肇、浦河lll]教育委員会川内基、

平取町沙流川歴史館森岡健治・長田佳宏、静内II]郷士館藪中剛司、鵡川町四季の館まなびラ

ンド図書室高地美穂子、浦河町立浦河第二中学校菊池哲、苫小牧民報社川村省二、厚真

町阿部栄乃進



記号等の説明

1 .本文中の遺構の表記は以下に示す記号を使用し、原則として確認順に番号を付した。

TP :Tピット P :土坑F :焼土

2．遺構図の方位は真北を示す。遺構平面図の＋はグリッドラインの交点で、傍らの名称記号は右下

のグリッドを示している。遺構平面図の小数字とセクションレベルは標高（単位m)である。

3．掲載した実測図の縮尺は原則として以下のとおりである。各図にはスケールを付けている。

遺構 1 ：40 土器拓本l : 3 剥片石器1 : 2 礫石器 l : 3 石斧 1 : 2

4．遺構の規模については以下の要領で示した。なお、一部破壊されているものについては現存長を

（ ）、不明のものは一で示した

Tピット ・士坑

確認面での長径×短径／床面・底面での長径×短径／確認面からの最大深さ （単位m)

焼土

確認面での長径×短径／確認面からの最大厚さ （単位m)

5．土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

6．石器の大きさは「最大長×最大'幅×最大厚」 （単位cm)で示した。なお、破損しているものにつ

いては現存最大値を（ ）で示した。なお、実測図中でたたき痕は「V－V」、すり痕は「－l 」

で範囲を示した。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名： 日高自動車道厚真門別道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者：国士交通省北海道開発局室蘭開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター
はまあっま

遺跡名：浜厚真3遺跡（北海道教育委員会登載番
ゆうふつぐんあつまちようあざはまあつま

所在地：勇払郡厚真町字浜厚真525-1ほか

調査面積： 3,390㎡

受託期間：平成14年4月1日～平成15年3月31日

発掘期間：平成14年7月29日～平成14年10月25日

整理期間：平成14年11月1日～平成15年3月31日

(北海道教育委員会登載番号 -13-72)』

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理 事 長 大澤 満（6月31日まで）

森重楯一（7月1日から）

専務理事 宮崎 勝

常務理事 畑 宏明（6月1日から）

第1調査部長 畑 宏明（兼務）

第4調査課長 遠藤香澄（発掘担当者）

主 査 鎌田 望（発掘担当者）

主 任 中田裕香

主 任 笠原 興

主 任 芝田直人

文化財保護主事 山中文雄（発掘担当者）

調査にいたる経緯

日高自動車道は苫小牧市から浦河町まで、日高自動車道は苫小牧市から浦河町まで、

3

日高地方太平洋岸の町を通る総延長120kmの高規格幹線

道路である。建設事業は昭和63 （1988）年度から着手され、 この間平成10 (1998)年7月には苫小牧

東ICから沼ノ端西ICまでの4kmが、続いて同10月には厚真ICに至る15. 7kmが開通し、いずれ

も暫定供用区間となっている。厚真静内間の55kmが着工準備を含む事業区間で、その先浦河までは計

画区間である。現在､厚真門別間20kmの建設工事が進められており、このうち厚真IC～鵡川IC(8.6

km)間は平成15 (2003)年夏に供用開始の予定である。

この厚真門別間の道路建設にかかる埋蔵文化財包蔵地に関しては平成5 （1993）年6月に北海道開

発局室蘭開発建設部と北海道教育委員会（以下道教委）の間で事前協議がなされた。これを受けた道

教委文化課では平成5年8月に所在確認調査を実施し、平成8 （1996）年8月以降平成11 (1999)

年、平成12 (2000)年および平成13 (2001)年に厚真町、鵡川町、門別町内の遺跡について順次試掘

による範囲確認調査を行っている。

範囲確認調査を行った遺跡で工事計画の変更が困難で発掘調査を必要とする埋蔵文化財包蔵地は厚

Ｉ
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［ 調査の概要

真町内lか所（浜厚真3遺跡)、鵡川町内4か所（宮戸3遺跡、宮戸4遺跡、米原3遺跡、米原4遺

跡)、門別町内2か所（チャシコツパナクシナイ遺跡、 コムカラ遺跡）の計7か所である。

平成12 (2000)年度より、室蘭開発建設部から財団法人北海道埋蔵文化財センターが委託を受け発

掘調査を実施している。これまで平成12年度に鵡川町の4か所の遺跡を、平成13 (2001)年度には宮

戸4遺跡の調査を行い、それぞれ報告書が刊行されている （北埋調報153、北埋調報168)。このうち

宮戸3遺跡と米原3遺跡の調査はすべて終了している。

浜厚真3遺跡については平成8年8月に最初の試掘調査が実施されている｡今年度拡張調査した｢西

側部分」を含む37,500㎡を対象に行われているが、遺構・遺物ともに検出されていない。その後、工

事計画が進展する中、平成13年6月には前回調査した東側に連続する範囲7,700㎡についての試掘調

査が実施された。士曠、 Tピットと土器片、 フレイク等が検出され、 この結果をもとに発掘調査を要

する範囲約2,600㎡が提示された。

第3年次にあたる平成14 (2002)年度の日高自動車道関連の調査については鵡川町宮戸4遺跡と米

原4遺跡の2遺跡合わせて7,600㎡を対象に行う計画に基づき、 5月7日から開始した。両遺跡とも

に継続調査である。浜厚真3遺跡については平成15 (2003)年度に調査を予定していた。

調査が順調に進む6月中旬、室藺開発建設部苫小牧道路事務所（以下道路事務所） と埋文センター

との間で発掘進捗状況の報告等について打合せが行われた。この際今年度調査予定の宮戸4遺跡｢樹

林部分」の調査にあたっては、樹木の伐採の前にイモッペ川の改修と町道切り替えの終了が前提条件

であることが示された。樹木伐採については対外交渉が難航しており、 7月中の伐採は困難な状況で

あった。 5月、 6月での調査の進捗状況から、 8月中には2か所の現道部分を残し宮戸4遺跡と米原

4遺跡の調査が終了する見通しであった。この時点で道路事務所側からは樹木の少ない範囲を調査す

る方法の検討等が提案された。

現地での打合せ後、調査担当者（埋蔵文化財センター）からの報告を受けた道教委文化課では道路

事務所と協議を行った。宮戸4遺跡「樹林部分」の調査方法や着手時期については、不確定要素が多

いこと等から、文化課ではこの段階で浜厚真3遺跡の調査を新たに取り込む内容の検討を道路事務所

に打診している。発掘調査が進展する中、 「樹林部分」等の取り扱いについては引き続き両者間で調

整がなされていた。

7月4日、道路事務所から「樹林部分」については次年度以降に先送りし、浜厚真3遺跡（当初計

画では2,600㎡） を取り込む内容が提示された。 7月中旬には、宮戸4遺跡の樹林部分(1,300㎡）は

次年度以降と決定された。

以上のような経過で、 7月下旬から宮戸4遺跡の調査と並行して浜厚真3遺跡の表土、火山灰除去

を始めとした設営準備や周辺の環境整備を始めている。本格的調査は宮戸4遺跡水田部分の調査が終

了した9月上旬から開始した。包含層の残存状態は良くはなかったが、予想をはるかに上回る数のT

ピットが検出されたことから、調査中の9月下旬には道教委文化課の指導のもと、範囲確認の再試掘

調査を実施している。この結果、 Tピット群が当初予定範囲の東側と西側の両方向にさらに拡がって

いることが確かめられたことから、 これらの区域も今年度調査を行うこととした。最終的な調査面積

は3,390㎡である。このような調査の経過は今年度刊行の宮戸4遺跡・米原4遺跡の報告書において

も説明してある （北埋調報185)。

このほか、今年度は門別町内の遺跡について門別町教育委員会が、 9月～11月にチャシコツパナク

シナイ遺跡の調査を実施し、早期・中期の遺物とTピット9基が検出されている （発掘担当者；文化

財係長川内谷修氏)。
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I 調査の概要

4 調査の経過と概要

浜厚真3遺跡は厚真町市街地の15kmほど南西に位置する浜厚真地区にある。二級河川厚真川の下流

域左岸にあたり、現海岸線から直線距離にして2kmほど内陸標高7m～12mの台地縁辺部にある。

調査前は農地で主に牧場として利用されていた。

前述のように浜厚真3遺跡に関する協議が進む7月中旬、室蘭開発開発建設部苫小牧道路事務所と

現地打ち合わせを行い、 8月上旬からは重機を導入して攪乱層を含む表土や残存部では厚さ40cm～50

cmで堆積する火山灰（樽前a ･樽前b ･有珠b降下火山灰）層を除去する作業を開始した。

調査区のほぼ中央の平坦部では牧場として造成されていたため、 (あるいはそれ以前の耕作による）

削平がほぼ全域で認められた。北側では土砂採取により2m以下の深部まで掘削されており、大型ゴ

ミが埋め立てられている攪乱部分もあった。平坦部から続く南東側は急激に落ち込む斜面で火山灰が

lm以上もあり、泥炭層が厚く堆積する低湿地であった｡掘り下げていくと常に水が溜まる状態であっ

た。

表土、火山灰層除去の結果、上位の包含層（縄文時代晩期～アイヌ文化期）であるⅢ層はIライン

よりも北11111の11m～8mの斜面とそれに続く平坦部のごく限られた範囲にのみ残存していた｡そして、

調査区中央部の標高7m～8mの平坦面ではほぼ全域において、縄文時代の包含層であるV層の中位

(Vb～Vc層)まで削平されている状態であることが分かった。 また、調査範囲の西端(35ライン）

に2か所3本、南東端（44ライン）にも1本電柱があり、 さらに調査区東側の一部をエゾヤマザクラ

の記念植樹域が占めていた。いずれも表土掘削のできない状態であったことから、苫小牧道路事務所

と道教委文化課に状況を報告した。これらの取り扱いについては将来的に「電柱」の移設計画が無い

こと、 「植樹部分｣についても現状を保つ旨の回答が道路事務所側から示され、文化課の判断により、

今年度の調査範囲から除外することとなった。

縄文時代の遺物包含層の残存状態は不良であったが、上部が削平されていることは遺構の有無の確

認という観点からは好条件であった。平坦部では黒色士や黄褐色土の溝状や長楕円形を呈する落ち込

みが密集して検出され、その形状からTピットが相当数あることが分かった。洲査|州始までの段階で

確認できたTピットは75基余であり、当初予想をはるかに上回る数であった。

8月下旬、宮戸4遺跡の調査が現町道部分を残しほぼ終了した時点で、調査員、作業員ともに浜厚

真3遺跡へ移動し、 9月2日から本格的調査に着手した。終了予定は10月24日である。調査区全域を

ジョレンで清掃した後、北側斜面に残る包含層（Ⅲ層～V層）の調査と南東部泥炭層の堆積する低湿

地の調査、および平坦部にある40数基のTピット精査を開始した。

北側斜面の包含層（Ⅲ層～V層）からは遺物はほとんど出土せず、 Tピット数基が検出される程度

であった。平坦部ではTピットの精査と並行して残存するV層の掘り下げを行った。V層中からは主

に縄文早期後葉の遺物が散点的に出土する状態であった。全体として遺物が稀薄なことから遺構調査

に主力を注ぎ調査を進めていった。

洲査|州始から10日ほど経過した9月中旬には、すでに90基を上回る数が検出されおり、そしてTピ

ットの連なりが当初予定範囲の東西両方向にさらに拡がっていることが予測できた。このような遺跡

の状況については道教委文化課と苫小牧道路事務所の双方に報告した。文化課からはTピットの分布

範l並lの拡がりを確認するため1， 2週間中に範囲確認の再試掘調査を実施したい旨が調査事務所に伝

えられた。

調査事務所の報告を受け、 9月26日には道教委文化課と苫小牧道路事務所および埋蔵文化財セン

ターの三者で浜厚真3遺跡の調査範囲等についての打合せが行われた。この際｢電柱」と「記念植樹」

5



部分の取り扱いについて、将来的な工事計画の有無を再度確認した。調査が進む中、 「電柱」を保存

した範囲とその周辺からTピットの一部分(P-94)が検出されていたからである。

再試掘調査については遺構検出が可能となるⅦ層まで重機で掘削する方法で実施することとなり、

現地において文化課担当者と大まかな調査範囲についての確認を行った。後日、図面において調査が

必要な範囲を示された。 「西側部分」は25～34ライン間の約600㎡、 「東側部分」はHライン以北の43

～48ライン間約150㎡の範囲である （図Ⅲ－1-1)。

翌27日から、重機を導入しⅦ層またはⅧ層までの掘削を開始した。その後人力で掘削面を精査した

結果、 「西側部分｣からは30基以上、 「東側部分｣からは20数基の落ち込みが検出された。 「西側部分」

ではTピットは丘状の微地形の裾部を取り巻くように検出され、Mラインよりさらに北側へも拡がる

ことが充分に予想できた（図Ⅳ－2－2）。 また、 26ライン以西の範囲においても同様であった。し

かし、Mラインよりでは掘削は遺構の輪郭が捉えられる最小範囲に留めている。調査の進捗を予測す

ると、 これ以上の広範な面積を掘削することは、 10月下旬が調査終了予定であることから判断して無

理な状況であった。また、すぐ傍らは排土の運搬通路にあたっていた。

この再試掘の結果については、 10月上旬に掘削範囲と検出状況の図面を添えて文化課と道路事務所

に報告した。道路事務所からは｢西側部分｣が最優先であることが先の打合せの際に伝えられていた。

10月下旬までの発掘期間内にこの部分の遺構調査は概ね可能と判断できたことから、直ちに調査に着

手した。標高の低い地点のTピットは掘り下げる度に水が溜まり、底面まで完掘できない状態でやや

手間取ったが、調査は順調に進み、中旬には「東側部分」の遺構についても着手している。

調査日程を1日延長し、 10月25日の発掘期間内に検出されたすべてのTピットの調査を終了した。

最終的な調査面積は790㎡増の3,390㎡で、検出されたTピットは173基である。

なお、発掘調査期間の終了前日に、道路事務所から｢本線に近い電柱2本(33ラインと36ライン間）

の移設を行う予定である」 との連絡が調査事務所に入った。先の打合せの場では移設計画が無いとの

ことから、調査対象から除外した部分である。このため、移設する場合は発掘調査が必要であるが、

この件に関しては現地で対応することはできない旨を道路事務所側に伝え、同時に道教委文化課へは

この内容について連絡した。

冬季整理作業が進む平成14年12月上旬、道教委文化課から浜厚真3遺跡の来年度以降の発掘範囲に

ついて調査担当課としての試案を求められた。発掘範囲については、①33ラインと36ライン間にある

電柱部分、②今年度拡張した調査区の西端である26ラインからさらに西側へ50mほど延長した北東へ

延びる道路部分までの範l州、③Mラインより北側では工事用地範囲内の全域を調査対象とするのが望

ましいとの見解をまとめ、図面を添えて報告した。 （遠藤香澄）
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I 調査の概要

5 調査結果の概要

遺構はTピット173基、土坑1基、焼土14カ所が検出された。

Tピット (TP-1～173)の大半は台地と低湿地の間にある平坦部で検出された。形態は長径1.5

~2mの溝状が大半を占め、底面が幅広のものは全体の1割程である。後者の殆どには杭跡がみられ、

杭跡どうしの重複例もある。Tピットどうしの重複は15件あり、土層断面で確認された限りでは、い

ずれも短い方が後に構築されている。覆土は自然埋没とみられるものが殆どであるが、埋め戻された

と考えられるTピットが3基確認された。規模や長軸方向の類似するTピットには、 2基l組等、配

列の想定されるものがある。時期の特定はできないが、厚真川を挟んで位置する「苫小牧東部工業地

帯の遺跡群」での調査結果から類推すると、縄文時代中期後半～後期初頭の可能性がある。なお、 T

ピットが構築されたとみられる土層(Va層等）について、花粉分析・植物珪酸体分析を依頼したと

ころ､当時の遺跡周辺はキク亜科やイネ科等の生息する開けた草地であったと推測されている(Ⅵ章－2参照)。

土坑(P-1)は皿状の形態であり、 Tピットと判断されなかったものである。

焼土は白頭山一苫小牧テフラより上位のⅢ層で1カ所、 Vc層上面・上位で13カ所検出された。Ⅲ

層の焼土(F-1)は検出された層位から擦文時代～アイヌ文化期、 Vc層の焼土(F-2～14)は

周囲の遺物から、縄文時代早期後半、東釧路Ⅱ式期とみてよいであろう。Vc層の焼土(F-8 ･

11)から採取した炭化クルミ殻、炭化材について放射性炭素年代測定(AMS法）を依頼したところ、

どちらも6,890±40 (yBP) と測定されている （Ⅵ章-1参照)。

遺物は土器780点、石器等1,868点、合計2,648点が出土している。土器は縄文時代早期後半、東釧

路Ⅱ式に相当するものがVc層から多く出土している。他の東釧路式系や、縄文時代中期後半、 ｜可後

期初頭・後葉、続縄文時代後半のものもあるが少ない。石器等の大部分は黒曜石製の微細なフレイク

で、焼土(Vc層)の周囲から出土したものが多い。Vc層からは石雛、石錐、 スクレイパー等の他、

2点ではあるが石錘が出土している。これらの石器はVc層における土器の出土状況からみて、縄文

時代早期のものであろう。 （山中文雄）

表1－5－1 検出遺構数一覧

表1-5-2 出土漬物点数一覧
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Ⅱ遺跡の位置と環境

1 位置と環境

遺跡の所在する厚真町は、北海道胆振地方の東部を流れる厚真川流域の町である(図I－l-1)。

同川の中・下流域では早くから水稲栽培が行われ、現在では胆振管内有数の米作地帯として知られて

いる。河口一帯は浜厚真と呼ばれ、かつては勇払原野から続く湿地帯であった。

浜厚真3遺跡は厚真川の河口から東北東へ約3km、現標高7～12mの台地縁辺部に位置する （図Ⅱ

-1-1)。旧地形図をみると、遺跡から現海岸線までは湿地帯となっており、遺跡が地形の境界部

分に立地していることがわかる （図Ⅱ－3-1 )｡ 5万分の1地形図から割り出した位置（世界測地

系）は北緯42度36分36秒、東経141度51分37秒である。

旧地形図では遺跡付近の湿地帯からトッポ、パンケシュプン等の小川が流れ出している （図Ⅱ－3

－1）。安政5 (1858)年、厚真川下流の右岸を通った松浦武四郎は、 トッポについて「トツホ（右

小川)、此邊萢地（やち）多し」 と記している （『東蝦夷日誌』)。なお、 『厚真村史』によれば、 トツ

ポは「子・沼」 「小沼｣、パンケシュプンは「下流のシュプン川」 （シュプンはウグイ）の意味とされ

る。パンケシュプンには昭和42 （1967）年、大量のアカハラ （産卵期のウグイ）が遡上してきたとい

う （『厚真の旧地名を尋ねて』)。

浜厚真の気候は、太平洋沿岸に位置するため、夏に海霧が発生し易い。このため日照時間も短く、

農業にはあまり適さないようである。反面、秋と冬は晴天の日が多く、積雪は20cm前後と日本海側

に比べ少ない。産業は明治期から牧畜・酪農が多く営まれている。水産業は一時隆盛を極めたものの

戦後になって不漁が続いたため、ホタテガイ等の養殖が行われるようになった。昭和51 (1976)年、

苫小牧東部工業地帯の建設に関連して、苫小牧港（東港）の築港が開始された。同55 (1980)年には

北海道電力苫東厚真火力発電所の運転開始、東港の一部が供用される等、厚真川河口付近の変貌ぶり

は著しい。

2 地 形

本遺跡とその周辺は勇払平野の東部に位置し、地形は台地と沖積低地に大別される。上述したよう

に、遺跡はこれらの地形の境界部分に立地している。

台地は約4.1万年前（許ほか2001) と考えられている支笏第1テフラ (Spfa-1)から成る火山灰台

地である。海水準変動（海進・海退）や、河川により開析され、現在は海側へ半島状に取り残された

格好になっている。浜厚真での頂部高は標高約15m、沖積低地との比高は約5mである。台地の縁辺

は侵食により樹枝状に入り組んだ形態を呈している。

沖積低地の大部分は湿地帯で、かつては苫小牧市勇払から鵡川付近にまで広がっていた。厚真川の

現河口から勇払、 ウトナイ湖にかけての一帯が湿地化した過程は、以下のように推定されている （池

田ほか1995)。すなわち、約6,000年前の縄文海進において、勇払一沼ノ端間に砂州が形成され、その

内陸111l1 (勇払一沼ノ端より東側）は次第に内湾的環境となった。約3,000年前、内陸Ⅲllの閉塞は一段

と進み、 この結果、湖(現在の弁天沼周辺)と泥炭の堆積する低湿原へ移行した、 というものである。

調査区の南東部分では、約2,500～3,000年前とされる樽前cテフラの下位に泥炭層がlm以上堆積し

ており、遺跡周辺でもおおむね|司様の変遷が考えられる。 （山中）
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Ⅱ 遺跡の位置と環境
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3 歴史的環境

胆振東部地帯の勇払は、近世の頃には東部第一の漁場といわれた所である。遺跡のある厚真町はこ

の勇払原野の東部にあり、開拓以前はハンノキやタモ、ヤナギ、 カツラ、ナラ、 タモ等が多くあり、

クルミの密生した所もあったという。 「ユウフツ」の語義については以下のような説がある。

永田方正による『北海道蝦夷語地名解』 （初版1891年：明治24年）の復刻版(1984年）には次の様

に記してある。胆振国勇払郡の項である。Yupputuユーププト．温泉川口と書かれている。 ま

た、 「アイヌ語地名資料集成』のなかの上原熊次郎による「蝦夷地名考井里程記」では次のように注

記されている。 「夷語ユウブツ・の略語なり。則、温泉の口と云ふ事。扱、ユウとは温泉の事。ブツ．

とは水口の事にて、此川の枝流所々に温泉のあるゆへ、地名になすといふ。扱又、此所より西地イシ

カリ江川傳通路、休泊地名左の通｣。 （後略） となっている。 ｜可じく山田秀三の『アイヌ語地名の研究

2』でも、 「勇払は松浦氏も永IH氏も、ユー・プッ 「Yu-put温泉（川）の．口」と訳しているが、

古図には「イフツ」 「イブツ」の形が多く、疑問である。ユープツは後世の転計上した音に、解をとり

つけたものらしい｣。 と記載されている。さらに「だいぶ前に、鵡川のアイヌ系古老とたちと川歩き

をした。その老人たちに勇払のことを尋ねるとイブッ、あるいはイブチと答える。 I-put (それの・

口)、あるいはI-puchi (それの．その口）であったこと、疑いを容れない｣。 （中略） 「つまり、鮭の

よくとれた千歳地方､さらに進めば石狩川、日本海に行くその大切な交通路線の入口が勇仏なのであっ

た。それで、そこをただイプチ（それの．その入口） と呼び、誰にでも通用していたと見るべきでは

なかろうか。あるいは、昔この川の筋が大沼だったので、その沼の口の意味で呼んだものだろうか｣。

と書かれている。また、勇武津資料館発行の案内には「アイヌ語の「イ ・プツ」 （それの．入口）を

意味し、 “それ”はシコツ （現在の千歳市） を指す。当時千歳川は蝦夷地最大の鮭の産地で、秋にな

るとたくさんの鮭が日本海から石狩川にのぼり、千歳川に遡上した。新巻などに加工された鮭は美々

川、 ウトナイ沼、勇払川を丸木船で下り、勇武津の湊に運ばれて、北前船で関西や江戸へ運ばれた。

勇払の地名は、初め片仮名でユーブツ・ イプツなどと表記されていたが、後に漢字で表された｣。 と

説明されている。

すなわち「イ ・プツ」とは重要なところ （シコツ）への入り口をさすという解釈が適切であろう。

厚真（アツマ）の地名は寛文9 (1669)年のシャクシャインの戦い以後の松前藩の記録に「商場、

あつまへつ」 として表れる。藩政時代にはシコツ十六場所のうち、上アツマとアツマの二場所があっ

た。

『北海道史』によれば、 17世紀中葉の寛永17 (1640)年の6月に駒ケ岳が噴火し、 「津波により舟

百余艘破損、民夷溺死七百余人、降灰越後に及ぶ｡」と記されている。この時、山麓に居住していた

アイヌ約三十余戸が難を逃れ浜厚真に移り住んだと伝えられている。

その後、寛政11(1799)年の幕領化までにアツマ場所として統合され、勇払会所の支配下にあった。

安政5 (1858)年の夏には松浦武四郎が厚真川流域を踏査し詳細を「安都摩日誌」の項に残してい

る。

中lll各「扱此編は六月Ⅱ一日ユウフツを出立して、 アッマフトより入りて、川岸の東よりキムンコタ

ン、チケツベ等の村を見、 トンニカ村に入りて止宿し、翌二日滞留、 カヒウの少し上まで上り帰りて、

-'1-三日ムカワ川すじのニワンえ越せし紀行」なれども （後略)。

このように、当時の厚真川流域には多くのコタンが存在し、集落に戸数の多い事や、キムンコタン

などではすでに畑作が盛んであった事等が記録されている。

明治初期の勇払郡の村区画を見ると三四力村からなっており、厚真村は四力村に分かれていた。

I0



Ⅱ 遺跡の位置と環境

これらを明治6 (1873)年に厚真村として行政上一村に統合したものが現在の厚真町の前身である。

原名「アッマ」については次のようないくつかの語原説がある。すべてほぼ原文のまま引用する。

永田方正による『北海道蝦夷語地名解』 （初版1891年：明治24年）の復刻版(1984年）には以下の様

に記してある。

Atomap,=atoma-p アト°マプ オヒョウ楡アル虚 「アシ」ハ「アットシ」ヲ織ル樹ノ名「オ

マ」ハ有、 「プ」ハ虎ノ義「プ」ノ発音殆ント無聲ナリ故二和人ハ「アヅマ」 卜計ヒルナリ蕾説「アツ
0蕊び り す アヅマ

マ」ハ鼠ガ川ヲ泳ギシ庭ノ義又「アツ」ハ木鼠ノ義ナドアルハ誤リナリ今厚眞村卜穂ス

『アイヌ語地名資料集成』の上原熊次郎による「蝦夷地名考井里程記」では「アヅマ」は以下の様

になっている。

小休所川舟渡夷語アツマなり。則、 も風がの浦<といふ事。扱、アツとはも、がと申獣の事。

マーとは浦く、又は焼る等と申事にて、昔時も、が此川を瀞き渡りしを夷人見しより地名になすと云

ふo

また、 J ・バチェラーの「アイヌ地名考」では次の様である。

「AZUMA｣ (厚真)-At-mao次のどちらかの意味であろう。 「輝く潟」 「輝く半島｣。MAは、

水地についていわれる場合は「潟｣、陸地についていわれる場合は「半島」の意。 しかし、ATのほ
ママ

うは｢輝く」 「革紐」という三つの意味を持っていると思われる。この川の河口の内部はとても長く、

浅く、広く、水の流れがゆっくりしている。そして、勇払と鵡川の海岸線に沿って砂丘の中を流れて

いるので、水がとても澄んでおり、陽の光にきらめいている｡」

山田秀三『アイヌ語地名の研究2』 「厚真川」の項では国鉄浜厚真駅の西を流れる川。 ｜松浦氏｢東

蝦夷日誌｣｜昔モモカ （むささび） という獣が瀞ぎ越せしを以てなづけしと。アツは獣の事にて、マ

は渡る義也と。又アツは木鼠（りす）の事とも云えり。 （註、 at ばんどり。 Ina泳ぐ）

｜永田地名解｜ アトマプ「At-oma-P楡（オヒョウ) ･ある・処｣。 pの発音殆ど無声なり。故に

和人はアヅマと誰るなり。

「駅名の起源」の項では、永田氏と同解、一応は穏当な考え方である。ただしこの意味ならばAt-

ush (おひょう ．多い）がふつうの形である。

あるいはアットマムAt､omam→ar-tomam(向う側の．やち）のような地名だったのかも知れな

い。 (arはtの前につくとatとなる)。

厚真（アツマ）についての解釈は以上のようなものである。

厚真町は大きく南部の海岸地帯、河川の平野部、 さらに北西部の山岳地帯に分ける事ができる。町

の中央を貫流する厚真川流域は肥沃な農耕適地であり、現在では「厚真米」の名とともに胆振地方の

穀倉として知られている。南部の海岸部では往時は漁獲量も多かったが、いまでは減少の傾向を示し

ている。山間部からは木材や薪炭材、 さらに坑木等が産出されていた。大正7 ． 8年頃が最も多く木

炭が生産された時代でもあった。

（笠原興）

皿



(この図は1896年､陸地測量部製版の｢鵡川｣を複製したものである）

(この図は1921年､大日本帝国陸地測量部発行の｢鵡川｣を複製したものである）

図Ⅱ－3－1 5万分の1地形図（ 1 ） ★~浜厚真3遺跡
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

(この図は1949年､地理調査所発行の｢鵡川｣を複製したものである）
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図Ⅱ－3－2 5万分の1地形図（2）
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4 周辺の遣跡

厚真町内では平成14年現在、当遺跡を含め、 75ケ所の埋蔵文化財包蔵地が知られている （表Ⅱ－3

-1)。早い時期に開墾が進んだ北西部では、かなり内陸部まで遺跡の分布が見られ、 II1林等で分布

が不|ﾘ1であった南東部でも、近年の土砂採取等で包蔵地の分布が明らかになってきている。

町内の先史遺跡の調査は小学校教育の一環として昭和初期に始まり、昭和28年には「厚真村郷土研

究会」 も発足され、町内各所の分布調査が行われている。 また「厚真村郷土研究会」は昭和37年に朝

日遺跡や共和遺跡の発掘調査等も実施している。

「厚真村郷土研究会」 と「厚真村教育委員会」によって昭和31 （1956）年に刊行された『厚真村古

代史」には当時の遺跡の状況が以下の様に記されている。

「明治38年に振老用水路設置のための工事中に、相当量の土器が出土した」と伝えられている。そ

の後の「大正9年に同地点を通過する厚真・ I|滉内間の森林軌道敷設工事中にもこれと類似の遺物が多

く出土した」とも書かれている。現在これらの遺物は残されていない。

地域別に遺跡の概要を見ると南部地区では浜厚真・上厚真・周文・上周文・軽舞・当麻内・西周文

の各地区から多くの遺物や住居跡等が発見され報告されている。

周文地区からは円筒上層式土器片等の他に土曠墓や食料貯蔵庫跡等の遺構もあったとの記述があ

る。昭和20年の上厚真小学校運動場増設工事の際には、数多くの土器や石器が見つかり、軽舞川のほ

とりの台地上からも多くの遺物が出土している。主体は縄文時代中期と後．晩期のものと思われる。

また、当麻内からは原形に近い擦文式土器が出土し、住居跡と思われるものもあったと書かれてい

る。当麻内を除く他の地域の遺物は、いずれも縄文時代中期のものが多いようである。

中部地区では振老・仁達lll%･上振内・振内・東老軽舞の各地域から遺物等が出土している。

上振内からは村公営住宅建設の際に円筒上層式土器片のほか、竪穴らしきものや、副葬品を伴うア

イヌ文化期の土曠墓も見つかっている。また、上振内朝日ヶ丘中央小学校校庭付近から｢野幌式土器」

（縄文時代後期）の完形土器が2点出土している。

北部地区は様々な伝説や物語の発祥地として名高い地域である。楢山・ '|滉内・頗美字の各地区から

は、円筒上層式を主体とした土器や石器等が見つかっている。順美宇は厚真川の支流流域でこの地域

はその昔、追分や紅葉山方面へ越す通路となっていたらしいことなどから、生活に適していた場所で

あった事が予想される。

その後、昭和48 (1973)年から苫小牧東部工業地帯の開発に伴う埋蔵文化財分布調査が始まり、昭

和51年からの発掘調査（静川l ･厚真1遺跡）によって、 これ以後まとまった考古学的な知見が得ら

れている （表Ⅱ－3－2）。なかでも、昭和57年に行なわれた静川遺跡の調査では、縄文時代中期の

環濠など非常に貴重な遺構が発見され、国指定史跡として保存されることに至っている。

この苫東地区での調査結果を要約すると以下のようになる。

静川5 ･ 8 ･ 14遺跡は厚真台地上にあり､縄文時代早期末の集落や副葬品を伴う墓群等が検出され、

静川14遺跡からは旧石器時代の遺物も出土している。

縄文時代前期の遺跡には静川30．柳舘遺跡がある。海岸線に面する静川台地の縁辺部に位置し、集

落や貝塚が形成されている。

縄文時代中期前半では厚真l遺跡・柏原18遺跡がある。柏原18遺跡は柏原台地の西端にあり、集落

跡や墳墓等が見つかっている。

縄文時代中期後半から後期初頭にかけては遺跡が内陸部まで広く分布し、多くの住居跡等が見つ

かっている。厚真7 ． 8 ．静川5 ． 25 ． 37遺跡等があり、静川遺跡の環濠もこの時期のものである。
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

縄文時代後期中葉以後は集落の分布がやや希薄になる。柏原5遺跡からは台地上ではない川沿いの

低地部から住居跡や土曠墓等が見つかっている。また苫東調査以前より周知の遺跡であった綱木遣跡

では、縄文晩期の土曠墓を主体とした複合遺跡であることが明らかにされている。

続縄文時代・擦文時代も集落遺跡は少ない。続縄文時代では静川22 ．ニナルカ遺跡があり、擦文時

代の遺跡には厚真町の共和遺跡がある。

厚真町域で苫東関連の調査対象となった遺跡は昭和51年から昭和55年にかけて行なわれた厚真川右

岸の厚真1 ･ 2 ･ 3 ･ 7 ･ 8 ･ 10･ 12･ 13遺跡と共和遺跡の9ケ所である。

厚真l遺跡は、静川台地の東端に近い沢に面した北東向きの丘陵部に位置している。

昭和51年に発掘調査が行なわれ､縄文時代中期中葉の住居跡2軒、Tピット12基が確認されている。

出土遺物も縄文時代中期が主体である。

厚真2遺跡は厚真1遺跡から100m程北東寄りの沢の奥に立地する。昭和52年に調査が行なわれた。

その結果、 Tピット8基のほか14の遺構と僅か15点の遺物が出土している。

厚真3遺跡は静川台地の東端で、共和遺跡の南側に位置している。昭和53． 54年に調査が行われT

ピット31基、土坑39基、焼土跡16ケ所の計86の遺構が確認され、狩猟の場を主体とした性格の遺跡で

あることが報告されている。

厚真7遺跡は沢を挟んで厚真3遺跡の西側に位置し、昭和52． 53年に調査が行なわれた。結果は縄

文時代中期末の住居跡8軒、 Tピット79基、士坑33基、焼土跡46ケ所等、 167の遺構が検出され、縄

文中～晩期を主体とした遺物が出土している。

厚真8遺跡は静川台地の南東端から入った沢の奥にあり、南東向きに突き出た舌状部の先端に位置

している。昭和52年に発掘調査が行なわれ、縄文時代中期後葉の住居跡4軒、土坑19基、焼土跡23ケ

所など55の遺構が検出された。遺物の主体は縄文時代中～晩期と続縄文時代のものである。

厚真10遺跡は厚真8遺跡に隣接し、沢に面した丘陵部の縁辺に位置している。昭和52･ 53年に調査

が行われ、 Tピット3基、土坑3基、焼土跡1ケ所の遺構が検出された。遺物の主体は縄文時代中期

と晩期である。

厚真12遺跡は静川台地の最も南側に位置している。昭和54年に調査が行なわれ、続縄文時代の土坑

墓4基、土坑10基など18の遺構と縄文～擦文時代にかけた遺物が出土している。

厚真13遺跡は共和遺跡の北側にあり、舌状台地の最先端部に立地している。昭和55年に調査が行な

われ、狩猟場として報告がされている。縄文早期・前期・晩期・擦文期の遺物が出土している。

共和遺跡は厚真3遺跡と厚真13遺跡に挟まれるように位置している。古くから「西周文遺跡」とい

う名前で知られていた。 『厚真村古代史』によれば「厚真川の下流右岸の段丘地帯に在る三条氏の宅

地内から前北式土器の破片が多数発見された｣。 との記述がある。昭和53年の発掘調査時には、 この

地域ではじめて擦文時代の住居跡が2軒見つかっている。その他に士坑27基、焼土跡23ケ所など63の

遺構が検出され、約70,000点の遺物が出土した。この遺物の殆どは縄文時代晩期の所産である。

このほかの苫東関連以外の発掘調査には、平成11年の鯉沼2遺跡と平成12年の豊川1遺跡がある。

鯉沼2遺跡からは18の遺構が検出され、内訳は縄文時代のTピット13基、焼土が5ケ所である。豊川

1遺跡からは縄文時代中期の竪穴住居跡1軒と、晩期と思われる土曠が1基検出されている。

（笠原）
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図Ⅱ－4－1 厚真町の遣跡分布図（ 1 ） ★…浜厚真3遺跡
（この|xiはI'il l地理院発行の5万分の1地形lxl 「鵡川」 「早来」を襖製したものである）

16



Ⅱ 遺跡の位置と環境

表Ⅱ－3－1 厚真町の遺跡一覧

川N(). | 極別 ’ 迩跡名 ｲI ' '1地〃1

繩文! | '川（ | 11筒k屑式)、繩文後期（北簡式）

忠l l I式、後北式、擦文式
世物包含地 上I単真過跡 11,J:典町字厚和66,7()～72,74,79,81,821

}'〃411|｣~'i星軽舞205,206,211,212

11｣I典111J字朝日209-1 .3～5,210,211-1,212-1～3～7.8.214-1.2

1以典町字幌里151-1, 154-2, 156 2, 157-1 .3

1以典町字新町88 1.4,92-1.2,95-24～45

1'＃典111｣.字商丘208-2,213.222,224~226.227-1 ,2,230

1ﾘ典町字幌内616-1.5

1リ典町字共和110-1, ll5-1

i'ji典町字浜厚真214

11｣J:｣'4町字共和125

1 1"｣LIIII-』↑日共f' '88-2,93-1.2,95-2

1 '〃〔1111.字盟沢339.340,379,38(）

I I｣!:JIII|].字東和404,405,411～413,440,441

1 I｣｣:典川宇|晩内438-2～6.8.9

i'｣"ILII1I字高丘40.41.46～1 .2.4,58

11｣U&L111]｡'r桜丘73-1.76

M典111].字桜丘139, 142

厚真町字高丘'76-1, 182-20.22

11;[真町字高丘237.2～4

1ﾘ典町字共和126

11J典町字共和126

1ﾘ典町字共和110-2, 126

1Ij"!(町字共和137,138-2､ 140

|｣l筒上ﾉｳ1式、前北式

縄文後．晩期、恵山式、擦文式

円筒上1W式、 前北式

1']術上IW式、 削北式

円筒上〃f式、前北式、恵山式

|｣1筋上lW式、前北式

繩文晩期

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

過物包含地

遺物包含地

遺物包含地

過物包含地

世物包含地

辿物包含地

遡物包含地

過物包含地

適物包含地

チャシ跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

過物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

軽舞遺跡

朝日遺跡

幌里l遺跡

新町遺跡

高丘I遺跡

幌内l遺跡

共和遺跡

浜原典適跡

厚真10週跡

厚真11世跡

豊沢1世跡

東和過跡

幌内2遺跡

高丘3通跡

桜丘チャシ跡

桜丘1週跡

高丘2週跡

高丘3遺跡

厚真l遺跡

厚真2遺跡

厚真3遺跡

)単真4世跡

2

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
川
一
Ⅱ
｜
吃
一
画
一
Ｍ
｜
喝
一
冊
一
面
｜
昭
一
旧
一
釦
一
刻
一
理
一
粥

繩文|晩期

後北式

1叩上式

II｣筒上ﾉW式

' 11筒上lll1式

縄文晩期（タンネトーL式

繩文'11 ． 1 ' 1 ・後・晩期、続繩文（忠山式、後北

式）擦文
世物包含･地 厚真5遺跡 |‘,I典IIlI字共ｲ' '128, 129-1 , 136-1 , 137, 138－1 ．2

噸典落跡

過物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

迩物包含地

遺物包含地

厚|脱l避跡

厚真7週跡

厚真8遺跡

厚真9週跡

厚真12遺跡

幌内3遺跡

高丘4遺跡

高丘5遺跡

高丘6遺跡

高丘7遺跡

高丘8遺跡

I馴典IIl｣.字|幌|ﾉ1487-1.9.15

1リ典町字典f11116,117, ll8-l

lIjI其町字共和125.126

1ﾘ典町字共和815

1IjI典町字共和''5-1, 118-2, 119～121 , 124

厚典町宇幌内372-1～3

厚典町字高丘67,68､69 1.2,70～73

IIjI真町字高丘187～189

M真町字高丘232 1.2,233,235,283,288,291

1IjI典町字高丘304～307

川I典IliJ字尚丘329‘331

余'ルヒ

繩文lil ・晩期

窃
一
沁
一
”
｜
路
一
羽
一
鋤
一
劃
一
塊
一
詔
一
別
一
妬

縄文! '！ ・晩期、擦文

円筒上1吋式

繩文

1｣』(X|}IJ.字高丘595,597-1,598,6()1 ,602,605,6〔)5-2,606,612､ (i12-

2,614,615,617,619,619 2,621,623-1 .2.5.6,628,631
辿物包含地 高斤9辿跡 後"化式16

世物包含地

世物包含地

遺物包含地

週物包含地

辿物包含地

遺物包含地

進物包含地

遺物包含地

遺物包含地

迩物包含地

遺物包含地

世物包含地

遺物包含地

逝物包含地

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

過物包含地

遺物包含地

迩物包含地

墳墓

遺物包含地

道物包含地

辿物包含地

遺物包含地

辿物包含地

辿物包含地

過物包含地

巡物包含地

過物包含地

遺物包含地

溝穴遺構

遺物包含地

集落跡

集落跡

遺物包含地

遺物包含地

遺物包含地

逝物包含地

富里1世跡

幌内4世跡

チコマナイ過跡

幌里2遺跡

本郷l遺跡

本郷2遺跡

宇隆l遺跡

宇隆2遺跡

美里l遺跡

豐沢2週跡

豊沢3遺跡

鯉沼］遺跡

鹿沼2遺跡

鹿淵l遺跡

厚和1遺跡

鹿沼3遺跡

厚真13遺跡

本郷3遺跡

高丘11遺跡

高丘12遺跡

幌内5遺跡

豊沢4遺跡

厚和2遺跡

厚和3遺跡

l旱和4遺跡

鹿沼4遺跡

厚和5通跡

新Ⅲ1.2世跡

鹿沼5辿跡

厚和6遺跡

浜厚真2世跡

鯉沼2遺跡

豊丘遺跡

厚和7遺跡

豊川1遺跡

浜厚真3遺跡

ニタッポロ沢遡跡

幌里神社通跡

入鹿沼遺跡

l llI典llIj,字1‘ ;ii IE42-1.4. 12.14,43-1 ｡ l()～'2,45-1,48.49,5]-1,54-1 111術| ･.jW式、 ホツケマ式

' '’1典l lIJ､宇幌|人'882 1,883 3,884 繩文' ' 1川？

jij["lll.字富里4()4

1 '｣I41111.字幌里214,215,217.299,309 1 11ii 1J付式

叩典町字本郷192-1 ･3 IIIMI猫式、 タンネトーL式

II｣I真町字本郷438-1～3,439,445.446-1,447､448-1～3,449-1～3､451,452 御殿I l l式

〃典1II1.字宇隆無番地

厚真町字宇隆268 1,269,270-1～2 前北式

厚真町宇美里201 1,204

11｣I典町字豐沢584,600～604,6()6～611 擦文

IW4町字豊沢355～362 後_|上式

I以典町字鯉沼80 1～9,81 1～4,84-1～3,85-1～4

1 '"4町字鹿沼106-1,107, 108, 111~114 I|｣筒ルー岬式

11j1典町字鹿淵278～281,285,375,383,384 1'li別式

l'",L町宇llj岬Ⅱ187～190 1 'l筒|州八

〃典|M｣.字脱沼355 1 l｣1ii l-.岬式・ タンネトーL式

l'｣I典町字共和111 繩文11l.!ﾘI （東釧|路Ⅲ式）

l'"l4町字本郷123

1以典町字高丘177 1 繩文晩川

I以真町字高丘122 1.2, 124, 125 1 .2, ］26, 128, 129-1 縄文

厚典町字幌内 幕末～lﾘl治

ﾙﾒ典町字豊沢93-1ほか 縄文

IW,(町字厚和200,202,字浜厚真398-8 繩文! | 1期

11〃'〔|IIF字厚和205 7 繩文後期（余I lj式、堂林式）

l 'ん,LllII字厚和198,字浜厚呉417-2 繩文| ' 1期

I '〃lLl lII‘i:鹿沼74 30 純文

I '〃'Ll lIJ,字厚和21-1,22 繩文

1 1〃41 ''1.字新llU19-1 繩文' ' 1川？

I IJu'(IIIJ字鹿沼334-8.29 余I lj式

11"0LIII｣.字厚和45 繩文liiIM( ! | '野式前後）

l1jI典lllr字浜厚真395 2 繩文1 1l.期

i1f典町字鯉沼159-1, 161 1 縄文

I以典町字豊丘175 1.9 純文' 1 1期？

厚真町字厚和97 3 繩文後期初頭（タプコプ式）

i以典町字豊川21,23 繩文晩期（大洞系）

[l〃'411｣~字浜厚真507,523,598 繩文当報告

IIX典町字|幌里78 2 繩文後期（ホツケマ式) 、縄文晩期(美々3式）

1V典町字幌眼78 2 繩又早期（断面三角形の擦石)、縄文後期

11〃'4町字鹿沼217 1のうち 縄文! | 1期？

師
一
錦
一
鋤
一
佃
一
佃
一
哩
一
鳴
一
“
｜
幅
一
蛎
一
鞭
一
州
一
側
一
別
一
別
一
鑓
一
羽
一
別
一
弱
一
郭
一
師
一
認
一
別
一
帥
一
Ⅲ
｜
屹
一
“
｜
Ｍ
｜
蝿
一
“
｜
師
一
錦
一
“
｜
加
一
別
一
花
一
乃
一
刈
一
巧

＊瞳跡No.は、北海道教育委典会のjlMjI髄文化財包蔵地カード登録播号による
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

表Ⅱ－3－2 苫小牧東部工業地帯遣跡一覧

M1 柿 別 j、跡稲 所ｲ'地 時 lり｣ 備 考

61 j世物包含地 ’典鵬淵1世跡 f''i小牡' |j 繩文' ' 1-～|晩期

62通物包含地 ‘炎臘淵2世跡 /Ifi小牧' '1 繩文' i 「 . |晩期、擦文l＃1

63遺物包含地 ′皮膜淵3遺跡苫小牧Ili 縄文晩期

64遺物包含地 ！ 'j Ⅱl遺跡苫小牧Ill‐ 縄文I1j ・中期

65遺物包含地瞠怖避跡 ＃,i小牧I1j 縄文I i 1期

“迩物包含地屯ヶ森l j世跡 f''f小牧' 1』‐ 繩文' | '期

67蝋物包含地岨ヶ森2遺跡 iIllf小牧' |j 繩文川

68世物包含地虹ケ森3遺跡 j''『小牧Ilj 縄文川

69遺物包含地矢 11M遺跡衿小牧I li 縄文中・晩期

70 集落跡，墹蕊ニナルカ遺跡腓小牧, Ij 縄文[11－～擦文則 一部調査滴

71 遺物包含地岨谷迩跡 jIr小牧, ij 縄文中・晩削、統縄文・擦文l#I

72 集落跡・ ’1塚柳il,i過跡 f‘'『小牧l ij 繩文前期

73戦 蝋細木遺跡 Illi小牧l ij 純文I ' 1 ．晩期

74世物包含地 I滞川29通跡 ，flf小牧l ij 繩文晩期

75遺物包含地 I協川30遺跡神小牧l Ij 繩文早・前. |塊期

76 遺物包含地 ｜祁川31遺跡苫小牧l lj 繩文|晩期

77遺物包含地 l柵川32遺跡 1lIT小牧l lj 礼文|晩期

78世物包含地 lljli川33 ．通跡 1ll li小牧' | j・ 繩文期

79 世物包含地 llili川34遺跡 ，llli小牧1 1『 繩文|晩期 一部洲査済

80遺物包含地 l瀞川35遺跡脾小牧l lj雑文期

81 墳 熊遠浅l遺跡 ＄IL米’11「縄文晩期

82遺物包含地迷洩2通跡早来 ’111． 縄文ITI・ ・中～晩剛

83遺物包介地迷洩3遮跡I, '‐火 ’' '1． 縄文|)1 . '{1期

84世物包含地述枇,1週跡 ’ , '、米Il lI 繩文後・晩期、統純又川

85 通物包含地棚武1世跡 H1‐米’'1｣‐ 縄文前・中期

86遺物包含地獅武2遺跡早来1111． 繩文' 11 ． 1 1 1期、擦文期

87 遺物包含地源武3遺跡早来illj， 縄文前， 1 1 『 ・晩期

88世物包含地 iIIi式4週跡早来lIII 繩文期

89 週物包含地柳武5週跡 1 1i‐米川繩文i『( ・ ［ | '則、統縄文lUj

90週物包含｣山洲jt6遺跡 ’ 1i‐ 米 ｜H1 繩又iii. ・ 1'1期

91 遺物包含地源武7遺跡 ！『L米''1｣． 細文L1L ・中期

92過物包含地源jt8逝跡 if'‐米’11｣． 縄文fi！ ・晩期

93遺物包含地棚武9適跡早来lIII繩文' ' 1期

94 遺物祉含地棚武10世跡 1，1米’''1． 縄文期

95婚糊・卿lijル l '〃’4 1通跡〃典llll 繩文' | '期

96 狩猟 」勘 I'メ典2遺跡 11‘【典’'1｣． 繩文' ' 1期

97 狩猟賜 llf典3週跡厚真町繩文早期～擦文期

98遺物包含地 Ilf典4遺跡 1？典町縄文' 1 1 ．後期、統繩文期

99通物包含地 11〃'45遺跡 jI』［典’ '1｣． 繩文前期～擦文期

100喋落跡・噛雅 1 1'j: 』'4 7遺跡〃典'111 縄文'1'－ ． ' 1 『 ・晩期～統繩文1Vl

lOl 雌器跡・ jA雌 ﾉﾘ:典8週跡 i｣』』典'111 細文1 ' 1～晩期、統繩文川

1()2世物包含地 lWl〔 9遺跡 IIJ典'1 1｣． 純文後期

103遺物包含地〃典10過跡 I',』典町繩文中・晩期

l()4遺物包含地 1W,L 11週跡厚典町繩文期

105墳 蕊 llj典12通跡 11＃典IlIj、 繩文fiL ・中・晩期、擦文期

106狩猟腸 l'/:典13過跡 1 i1f典’'11 州文' 11 .前・ I塊lVI，擦文lUI

lO7集落跡典fl l jMi跡厚典’'11． 繩文|晩期、続繩文期、擦史lM

1O8遺物包含地浜I'メ典過跡厚典’'1J 繩文期

109貝 塚弁ﾉ<11塚遺跡 Il1Y小牧' |『 アイス期 部調査済

110狩猟場 ，聯川36遺跡 #''0f小牧lll． 縄文' 11～後期

lll 災洛跡 ，'＃川37世跡苫小牧IIl、 繩文I{$期、統繩文期 一祁調奈滴

112遺物包含地巡洩5 iMi跡 ＄11.i小牧Iij 繩文晩期

113遺物包含地 イ1' ' 1%(26世跡 IIﾄｲ小牧Ilj 繩文ljij ・ ’ ' 1期

114遺物包含地 ，祁川38通跡杵小牧111縄文1+ﾘ明

115遺物包含地旧'1原27遺跡苫小牧Iii縄文早期

116遺物包含地 【If I l l 2遺跡衿小牧| |j 繩文I|】 ・晩期

117適物包含地 iヤ' ' 1 3遺跡苫小牧Ilj 純文中剛

118世物包含地 ｜ | |ハ!: 2世跡 ，llli小牧' |j 純文' ' 1 .晩期

119遺物包含地洲武l］適跡 」,1．米’'11 繩文前期？

120遺物包含地 ，Wi川39遺跡 1t‘;小牧' |j 純文｢' 1 ．晩期

遺物包含地 1,牡I | '炎鵬淵1世別

炎膿淵3通跡

繩文I1j ・中期64

繩文' | '期ｲ;イミ
LJhノ

世物包含地 繩文則68

集落跡，噛幕 繩文[11－～擦文側 部調査済7(）

遺物包含地 岨谷』＆跡 111『小牧' ij 縄文''1 .晩削、統縄文・擦文l＃I

柳ll il,i過Iノ
ワ、

ノム

勾し心

跳

１

74

遺物包含地

76

IliY小牧! ’,棚川32遺跡

哩物包含地

70
~rL’

遺物包含地 ,ii川35世跡

机

遠浅l遺跡 繩文晩期IIL米lIIl

遺物包含地82

世物包介地 弛洩3 ，遡湖 [, '‐火 ’' '1

部

幽洩,1週剛 ' , '、米’1 11 繩文後・晩期、統純又川

通物包含地

縄文' 11 . 1 1 1期､擦文川86

迪物包含地88

IjI jI t5迩跡 1 11．米’ 111 繩文f『（ ・ 【 | '則、統純文川

世物包含地

脈武7遺跡 I IL米’'11 繩文IIL ・中期91

過物包含地)？

遺物包含地 測武9通勤 早来1111 繩文' ' 1期

遺物祉含.地 縄文期14

集i糊・卿lijル

繩又' ' 1期9(：

狩猟場

jH

'1,1典5逝跡 IJI典' '11

喋落跡・噛瑞

細文1 ' 1～I|免期、統繩文川101

、物包含地 lWl〔 9通跡

“

|IJI典10遺跡 ''’1典111」 縄文中・晩期

迩物包含地l()4

責

牛Ｉ垂△

や，規則

Iリ典12通剛 1 1』』典llIj

狩猟 」〃l()（

集落別 1 1〈 fl l jMi伽

遺物包含地108

,'＃川37世別

迩物包含地

11m
＆L呼

遺物包含地 肺川38遡跡

115

遺物包含地 IIf l l l 2遺跡 杵小牧' |』

世物包含地117

鵬

別ji j式l］適跡 1 ,1．米’ ''1

N〔, ｜ 棚 別 ｜ 遺跡希 ｜ ノリiｲ|地’ 時 川 ｜ Ili 鯵

i世物包含地 柏lli〔 1世跡 11'.i小牧' |』 縄文晩期I

2 世物包含地柏lX2世跡 ‘'''j小牧Ilj 縄文晩川

3 遺物包含地柏原3遺跡 il0f小牧Ilj 縄文晩期、擦幻り］

4 遺物包含地柏原4遺跡淵小收117縄文晩期、統繩文期 一部調介済

5 集落跡・墹塞柏原5通跡 I'，jﾉj､牧I1j 繩文中・晩朋～統繩文雌一部,凋介済

6 世物包含地柏原6世跡 I''i小牧' 1j 縄文期

7 世物包含地柏Ij（ 7辿跡 【I''i小牧' 1j 縄文期

8 世物包含地柏原8週跡 j''i小牧I＃縄文後・晩川、統繩文期

9 通物包禽地杣原9遺跡 II'j小收Iij 縄文晩期

10過物包含地旧,i原10遺跡 i''j'1､牧' 1F 縄文晩期

11 世物包含地柏原12適跡 ；'‘i小牧IIj 繩文後期

12世物包含地柚原13辿跡 ilrf小牧IIj 繩文前． ↓ I ’ . | |免川

13 11 塚柏原14通跡 iIﾄi小牧'W縄文前"1

14通物包含地柏1京15遡跡 /''j小牧'W アイヌ期

15墳 堪納原16遺跡 ／Ilr小牧' 1｣． 縄文前期～統縄文期

16集藩跡柏原17遺跡 IIli小牧Ih縄文前期

17 繋落跡・噛幕柏原18通跡 ，llli小牧I|｣‐ 糊文Ili ． ! | ｣ ． |塊jﾘ1，統縄文則

18狩猟 」坊 州'|腺］9世跡 11lli小牧! 'j 繩丈期

19通物包含地旧'|原2()過跡 ，llll篇小牧' |j 繩文期

20 jMi物包含地柏原21遺跡 l'，i小牧' |j 繩文期

21 j世物包含地柏原22遺跡 ，llli小牧巾縄文前期

22 世物包含地柏原23遺跡 ，lIIj小牧Iij 縄文晩期

23 遺物包含地 ！ '］沢辿跡 ＄'1'i小牧IlJ 繩文期

24 脚I~没地'1，'､《 WlI抑L水川通跡 11‘i小牧|W アイヌ剛

25川没地点 ’ ' 1癖11 1ﾒLﾎﾙ遺跡 Ilii小牧IIj アイヌ期

26遺物包含地沼ノ端辿跡 ；''j'1､牧IIj 縄文晩期

27遺物包含地静川1通跡 ／'！;小牧IIJ縄文晩期

28週物包含地 I浄川2遺跡 ，,ilr小牧' |j 繩文' 1 ‘～後期

29 辿物包介地 I聯1 1 1 3過跡 ，lLli小牧l lj繩文晩川

30遺物u含地 ，祁川4遺跡 ，lfli小牧l lj 繩文削・後期、統繩文期

31 柴藩跡 ，瀞j l l 5避跡 ，Iflj小牧jlj 縄文111. ． ’ ' 1～晩期 一部調介済

32遺物包含地 I瀧川6遺跡 flIi小牧Ilj 縄文￥. ・ ’ ' 1 ．晩期 一祁闘介済

33遺物包含地 ，滞川7遺跡 J，i小牡Ilj 縄文中～晩期

34 ＃端跡・噛堆 ，聯川8遺跡 I''j小牧' ij， 繩文早～晩lII

35 辿物包含地脈川9世跡 ／'#{小牧' '1． 繩文早． ！ i i川～統繩文川一部Il1代済

36 世物包介地静川10遺跡 f11j小牧'W縄文前期

37 週物包含地静川11週跡 ，'1';小牧' |r縄文中・後期

38週物包含地静川12遺跡 lIlr小牧llj 縄文晩期

39 ‐iMi物色含地静川13遺跡 illi小牧11j縄文' ' 1 .後期

40 1描跡・狩猟嶋肺川14通跡 ，Il li小牧IlJ 繩文｣f1．～| |兜期

41 j吐物包含地 ，1ド川15通跡 1'' 1i小牧'|j 縄文i l ’ . |塊川

42 環撒・ ＃端跡 I瀧川通跡 Il0i小牧Ilj 縄文',リリj～統繩文期

43 通物包含地 l聯川17遺跡 リl0i小牧IIj縄文後期、統繩文期

44遺物包含地繍川18遺跡 11F小牧I1j縄文旱。 ！ i 1期

45狩猟珊静川19遺跡 fllj小牧l i1‐ 繩文晩期、統縄文則 一部調代済

46 災淵跡･繩叫静川20世跡 illi小牧' |'‐ 繩文'' 1 ．晩jUj ，統繩文期

47 雌淵跡，狩猟jル飾川21世跡 ，r1lf小牧l lj・ 繩文lI1 ・晩剛

48 喚滞跡・貝塚静川22遺跡 Illf小牧l lr 繩文早期～アイス期

49適物包含地能川23遺跡 ’'1『小牧llj 縄文早～後期、統縄文則

50遺物包含地肺川24遺跡 il0i小牧'|j 縄文'11.～後期、統繩文期

51 雌滞跡郁川25遺跡 1''0i小牧I |j 縄文I | '～晩期、統縄文期

52 集滞跡 ，硴川26世跡 ，''1i小牧Ilj 縄文1 ' 1 ． |塊川、擦文｣りj 一部i淵介済

53 遺物包含地 l滞川27通跡 ,'i‘i小牧『 |j縄文‘ | ’ 。 |塊期

54逝物包含地 I聯川28世跡 11‘i小效Ilj 縄文期

55通物包含地尚安遺跡 ；''i小牧TI『 縄文早・ 」 I!～|塊期

56避物包含地奥ル西1週跡 f1，j小牧i1i 縄文IIL期

57遺物包含地奥↓ｷ11吋2遺跡 f',;小牧巾繩文早・後. | |免期

58世物包介地奥ﾉI:西3遮跡 i'‘{小牧' |j 繩文後期

59遺物包含地 1 1 1 岸遺跡 f1li小牧l Ij 繩文' 1 1期

60 jIi物包含地佐伯遺跡 I',『小牧Ilj 縄文旱～晩jOl

遺物包含地 部I淵介済4

迩物包含地 縄文期6

柏原8週別 /'，i小牧!i』 縄文後.晩期、統繩文1U

』

遺物包含地 h'i原10遺跡 ',j'1､牧' ij 縄文晩期

iMi物包含地12

,i小牧1W

辿物包含地 柏1京15遡瑚

iIli小牧Ilj 縄文前期

災落跡． j賊嘩1ヴ
Lイ

h'|原2()過跡 ,llll嘗小牧' |』 繩文期

迩物包含地?0

jMi物包含地 柏原22遺跡 ,llli小牧il］

IlIIj小牧Ilj 縄文晩期ツク~~

遺物包含地 I |］沢辿跡
6】･》

当』

11‘i小牧, I イヌ期

叩没地‘‘A1

11'j'1､牧『11 縄文晩期

静川1週跡

週物包含地

Lli小牧l lJ 繩文晩剛

辿物u含地

,Iflf小牧jlJ 縄文'11. ． ’ ' 1～晩1り 部I淵介済

遺物包含地 I瀧川6遺跡

1滞川7通別 ｛''i小牡Ilj 繩文中～晩朋

嚥落跡・噛唯 繩文早～晩lリ14

ｊ１
ｉｌ

』？ｂ

９

Ｄｑｒ

Ｐ守卜Ｊ
■呪？＃

,,'‘{小牧l Ij

世物包介地 繩文飾〃I6

静川11週跡 ,'1，;小牧' |］

遺物包含地

I,ilr小牧1 1 繩文' ' 1 .後期

#耕跡・狩猟勝 肺川14世跡

i幽物包含‘地 '' 1i小牧I lj 縄文I | ’ ・ ' 1児期11

環雄・ ＃端間 I梛川適湖 110i小牧II

;'‘i小牧IIj 縄文後期、統繩文lU

過物包含地11
仕哉

静川19遺跡 f'';小牧' I 繩文晩期、統縄文側

#淵跡・城叫 繩文' ' 1 ．晩jUj ，統繩文期16

榊川21世湖 ,rllf小牧' |」

繩文早期～アイス19

柴滞 1M52

iIi0i小牧{ |』 繩文I | ’ 。 |晩期

遺物包含地 I聯川28世別
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凡例

●調査済遺跡

○未調査遺跡(緑地保存遺跡含む）

図Ⅱ－4－5 苫小牧東部工業地帯遺跡分布図
(この図は|玉I土地恥院発行の5万分の1地形図「鵡川」「苫小牧」 「T歳」 「早来」を複製したものである
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

Ⅲ調査の方法、遺物の分類

1 調査区の設定と調査の方法

(1 ) 調査区（グリッド）の設定

調査区の設定にあたっては、北海道開発局室蘭開発建設部の日高自動車道厚真門別道路工事の用

地平面図（縮尺l : 1000) を使用した。基軸線は工事予定中央線のSTA19,000とSTA19,100を直

線で結び、Wラインとした。縦方向の基軸線はSTA19,000のWラインと90度に直交する線を30ライ

ンとした（従ってSTA19,000はW-30となる)。 調査区は、過年度の日高自動車道発掘調査の例に

ならい、 5m×5mの方眼とし、北西端交点のアルファベットと数字の組み合わせでII乎称している。

例えば、Mラインと40ライン交点の南東側がM-40区となる。

遺物の取り上げ等にあたっては、 5m×5mの調査区を4分割して2.5m×2.5mとし、反時計回り

にa･ b･ c ． 。の記号を付して行った（図Ⅲ－1-1)。

基軸線の基準点に用いた道路センターの座標軸は以下の通りである （平面直角座標第XⅡ系)。
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図Ⅲ－1－1 調査区設定図
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Ⅲ 洲査の方法、遺物の分類

(2) 調査の方法

調査範囲は厚真川下流域左岸、現在の海岸線から約2km内陸にある海に向かって突き出た台地縁辺

部の標高7～12mに位置する。南東側は急激に落ち込みかつての湿地帯に続いている。表土および火

山灰を除去したところ、縄文時代晩期～アイヌ文化期の包含層であるⅢ層は、 Iラインより北側の標

高8～11mの斜面とそれに続く平坦部の一部、南東側斜面のみに残っていた。調査区中央部の標高7

~8mの平坦部では、ほぼ全域が縄文時代の包含層であるV層の中位(Vb～Vc層） まで削平され

ていた。 また、調査の進展に伴い、 Tピットがさらに広範囲に拡がると判断され、 9月末から再試掘

調査を行なった。

北側斜面の調査

北側斜面とそれに続く平坦部の一部では、黒色土層（Ⅲ層）から人力調査を始めた。 まず、表土除

去・杭打ち後にⅢ層上面に残った厚さl～5cm程の火山灰をジョレンで除去した。 Ⅲ～Ⅵ層の各層に

ついては、調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら移植ゴテと三角ホーにより2cmずつ

掘り下げ、遺構・遺物が確認されなかった部分については、 スコップにより深さ5cmの糸lllかい刻み目

を入れた後、ジョレンにより士を除去するという方法を繰り返して掘り下げて調査した。斜面部分で

はVb層の堆積は見られなかった。遺構の調査については、後述する中央の平坦部と同様に行なった。

中央の平坦部の調査

中央の平坦部分では撹乱層を除去して、 ジョレンをかけて清掃したところ、ほぼ全面のVb層から

Vc層において、 Tピットの落ち込みを75基検出した。そのため、 まずTピットの調査を終了させ、

その後に包含層を掘り下げていった。

落ち込みが確認されたTピットについては、その短軸で半裁して、士層観察用の面を残して掘り下

げた。半裁する場合には移植ゴテ、鉄製の中華おたま、取って付き容器を斜めに裁断したもの、 ジョ

レンの柄に中華おたまや柄杓、移植ゴテを結合した道具、 ロープを結んだバケツなど用いて掘り下げ

た。Vb層（褐色の砂壌土、Ⅷ層の二次堆積とされる）のために、 Tピットは通常よりも上の層で検

出することが出来たが、そのために、遺構も深く排土量が多くなった。焼土は、その周Ⅲ:|の|汀1じ面の

遺物との関係、焼土同士の関係の把握に努めた。

遺構調査後、 Vb層～Ⅵ層の各層は調査区ごとに遺物の多寡土層の変化を見極めながら、移植ゴ

テと三角ホーにより2cmずつ掘り下げ、遺構・遺物が確認されなかった部分については、 スコップに

より深さ5cmの細かい刻みを入れた後、 ジヨレンにより土を除去するという方法を繰り返した。縄文

時代の主たる遺物包含層であるV層については、基本的にはVa層（大部分削平されている) ･Vb

層･Vc層の三段階に分けて調査した。

中央の平坦部分から南東側斜面への肩の部分は中央部よりも高くなっており、海側に向かってジャ

ンプ台状を呈している。 この部分では、表土・撹乱層を除去したところ、約4.1万年前の降下と推定

されている支笏第1テフラ (Spfa-1)の軽石層が露出していた。

南東部斜面の調査

南東部斜面では、厚さlm以上の火山灰が堆積しており、表土・火山灰を除去して、黒色土層（Ⅲ

層）から人力調査を始めた。 まず、表土除去・杭打ち後にⅢ層状面に残った厚さ1～5cm程の火山灰

をジョレンで除去した。 Ⅲ～Ⅵ層の各層は、調査区ごとに遺物の多寡、土層の変化を見極めながら移

植ゴテと三角ホーにより2cmずつ掘り下げていき、遺構・遺物が確認されなかった部分については、

スコップにより深さ5cmの細かい刻み目を入れた後に、 ジヨレンにより土を除去するという方法を繰

り返して掘り下げて調査した。急激に落ち込んだ下の部分は泥炭層が厚く堆積する低湿地であり、掘
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り下げていくと湧水のために常に水の溜まる状態となった。この部分については、毎朝ポンプにより

排水し、水が引いてから排水しつつスコップで掘り下げて、遺物の有無を確認した。

拡張部分の調査

調査開始から10Ⅱほど経過した9月中旬、すでに90基以上のTピットを検出しており、それらの連

なりがさらに東西方向に拡がっていると推定されたため、道教委文化課と苫小牧道路事務所に報告し

た。文化課からは1～2週間のうちに範Dl1確認の再試掘調査を実施する旨の連絡があり、 9月26日に

道教委文化課、苫小牧道路事務所、埋蔵文化財センターの三者で範囲確認の打ち合わせを行なった。

9月27Ⅱからの再試掘調査は、Ⅶ層上面（褐色重埴土～埴壌土層） まで重機で掘iIjl｣し、その範|刑は東

側拡張部分ではHライン以北の43～48ライン間の約150㎡、 ~|几i側拡張部分では25～33ライン|Hjの約600

㎡となった。なお、 この段階で、 「電柱」 「記念樹」の部分は将来的にも工事計画がないとのことで、

再試掘調査範囲から除外された。

拡張部分では表土～Ⅵ層の土を除去してジョレンをかけて清掃したところ、東側拡張部分では20数

基、西側拡張部分では30基以上のTピットを検出した。西側拡張部分では、 Tピットが丘状の微地形

の裾部を取り巻いて分布しており、Mラインより北側や26ラインより11I側にさらに拡がる様ｲ;||を見せ

ていた。しかし、排土の運搬経路や残りの調査期間の問題で更なる拡張は不可能であった。遺構の調

査は中央の平坦部と同様に行なった。西11111拡張部分Mライン側の標高の低い部分ではTピットを掘り

下げると湧水があり、完掘できないものもあった。

遺物の取り上げ

包含層の遺物は、位置や層位を記録して、小発州Xごとに取り上げ番号を付け取り上げた。微細な

遺物の密集部分や焼土は土壌ごと取り上げて水洗により遺物を採集した。遺構の遺物は覆土の流れ込

みの遺物を除いて、実測図により位置、層位、標高を記録して取り上げることとした。出土状況に応

じて写真や出土状況|列など詳糸lllに記録化に努めた。

遺物整理の方法

出土した遺物は、野外作業と並行して現地で水洗作業、大まかな遺物の分類、 カード作成、遺物収

集'|膿作成、注記を行なった。冬期の室|ﾉ1作業では、分類、 カード・遺物収集帳・注記の点検や補正、

土器の個体識別、接合・復元、石器や黒曜石剥片・礫片の接合、土器・石器の実測・製図、集計、写

真撮影、記録類の整理を行なった。土器の接合・復元作業においては、 ｜両'一個体ごとにまとめて遺構

間、遺構と包含層間や層での破片の接合状況を明らかにすることに努めた。

なお、野外作業と並行して現地で行なう整理作業では、 カード・遺物収集帳作成や注記作業につい

て不都合があった。現地では水洗作業のみ行い、速やかに遺物を搬送して、その後の整理作業は江別

のセンターで行なったほうがよい場合もある。

注記作業の実際

注記については、 10円玉より大きな土器片、実測の|祭に注i氾が実測を妨げない石器等、有意の礫・

礫片を対象とした。ラッカーで下地を塗り、 そ~こに遺跡略号（ハマ3）、調査区・小発掘区または遺

構名、遺物番号、層位の順に、 白のポスターカラーと面相筆により記入して、その上にラッカーを塗

布した。例えば、 TP-80の覆土から出土した遺物番号1番の遺物は、 「ハマ3. TP-80. 1 . フ

クド｣、M38グリッドの小発掘区bのVc層から出土した遺物番号4番の遺物は、 「ハマ3.M-38

b. 4. Vc」 と記入される。 ("ll l 望）
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ⅡI 調査の方法、遺物の分類

2 土層の区分

浜厚真3遺跡の士層模式図と土層断面図をIXIm-2-1 ･ 2に、土層の観察結果を表Ⅲ－2－1に

示した。土層の観察にあたっては、 『白老町虎杖浜2遺跡（2）』 （北埋調報172）の観察項目を用い

た。以下に虎杖浜2遺跡の観察項目を掲げる。

観察項目

観察項目

観察項目

観察項目

礫①岩石の種類、②混入量、③粒径、④形状、⑤風化の程度

砂、シルト、粘土①土性区分、②色調、③粘着性、④堅密度

層界

その他特徴的なもの

１

２

３

４

上記の項目の判定には『土壌調査ハンドブック」 （ペドロジスト懇談会1984)、および『新版標準土

色帖」 （小山・竹原1996)を用いた。以下に各層の概要を「台地～平坦部｣、 「低湿地」に分けて述べ

る。なお、厚真川を挟んで位置する「苫小牧東部工業地帯の遺跡群」 （以下、苫束）の基本層序との

対応関係についても記載した。

「台地～平坦部」

I層：表土。上部は黒褐色、下部は黒色の砂土～砂壌士。苫東の第1層に相当。

Ⅱ層: 17 ･ 181M紀の降下テフラ。苫東の第Ⅱ ．Ⅲ脚に相当。

Ⅱa層：樽前aテフラ (Ta-a)｡ 1739 (元文4)年降下。にぶい黄榿色の火山灰。層厚2cm程で

Ⅱb層との間に薄い腐植層がみられる。苫東の第Ⅱ層に相当。

Ⅱb層：樽前bテフラ (Ta-b)｡ 1667 (寛文7)年降下。にぶい黄榿色の軽石。層厚50cm程。 Ⅱ

c層との間に薄い腐植層がみられる。苫東の第Ⅲ層に相当。

Ⅱc層：有珠bテフラ (Us-b)｡ 1663 (寛文3)年降下。浅黄榿色の軽石。層厚5cm程。

Ⅲ層：黒色の重埴土～埴壌士。苫東の第Ⅳ層に相当。上位には10世紀降下とされる白頭山一苫小牧テ

フラ (B-Tm)がパッチ状にみられる。B-Tmより上位で焼土が1ヵ所検出された。

Ⅳ層：褐色～極暗褐色の壌土。土壌化した樽前cテフラの可能性がある。台地部分では判然としない。

苫東の第V層に相当か。

V層：黒色の埴壌士。苫東の第Ⅵ層に相当。北側の台地では下位の|ﾘ1度が高い。中位にVb層が堆積

する場合、以下の3層に分けた。

Va層：黒色の壌土～埴壌士。Tピットが構築された層。下位にはVb層が多く混じる。

Vb層：褐色の砂壌士。支笏第1テフラの風成二次堆積と考えられる。南西側の台地上で最も厚く

約60cmを測る。北側の台地と南東側の低湿地を除いた洲査区全域に堆積する。

Vc層：黒褐色の壌土。上、～上位で焼土13カ所が検出された。縄文時代早期の遺物包含層で、東

釧路Ⅱ式土器等が川土している。

Ⅵ層：明褐色の埴壌士。V層･Vc層とⅦ層との中間に位置する層。

Ⅷ層：褐色の重埴土～埴壌士。下位にⅧb層が堆積する場合、以下の2層に分けた。

Ⅶa層：褐色の重埴土～埴壌士。Ⅶb層の上位に堆積するⅦ層の呼称。

Ⅶb層：褐色の壌土中に軽石（Ⅷ層）や砂・小礫のラミナがみられ、水成層と考えられる。

Ⅷ層：支笏第1テフラ (Spfa-1)。約4.1万年前降下と考えられている （許ほか2001)。上部は酸化の

ため浅黄色、下部は灰白色を呈する軽石層。層厚2m以上。苫東の第XⅡ層に相当。
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Ⅸ層：褐色の重埴土。層厚10cm程。

X層：クッタラ第1テフラ (Kt-1)。約4.2万年前降下と考えられている （許ほか2001)。灰黄色の

火山灰。基底は確認していない。

南西側台地は士層棋式図に示していないが、 Vb層の堆積すること以外は北側台地と同様である。

「低湿地」

「I層｣、 「Ⅱl智」は台地部分と同様である。

「Ⅲ層」に相当する層

①層：黒色の埴壌士。上位にB-Tmがパッチ状にみられる。

①， 層：黒色の重埴土。泥炭を少量含む。上位にB-Tmがパッチ状にみられる。

「Ⅳ層」に相当する層

Ta-c層：榑前cテフラ (Ta-c)｡ 2,500～3,000年前降下。にぶい赤褐色の火山灰。苫東の第V

屑に相当。

「V層」に相当する層

②層：黒褐色の埴壌土。Ⅷ層の軽石が多く混じる。

②， 層：黒色の重埴土。泥炭を多量に含む。Ⅷ層の軽石は殆ど混じらない。

③層：にぶい黄榿色の軽石。Vb層に相当か。

「Ⅵ～Ⅷ層」に相当する層

④層：黒色の重埴土。

⑤層：暗褐色の砂壌士。

⑤， 層：暗褐色の泥炭。基底は確認していない。

なお、 Ⅸ属は確認されていない。

遺構の土層

遺構の土層についても、 『虎杖浜2遺跡（2）』、

「遺構の層位」で説明されている「遺構の、ある

層を構成する基本層序各層の混在割合堅密度

その他｣という項目の表記を用いた。 「混在割合」

については､『新版標準土色帖』の｢面積割合(％)」

を用いて判断すべきであったが、時間的な制約も

あって、各調査員が相対的に認識した割合となっ

ている。 「堅密度」は『土壌調査ハンドブック』

を用いて｢すこぶるしよう」､「しよう」､｢軟｣､｢堅｣、

「すこぶる堅｣、 「固結」の6段階に区分した。

沖積低地

斜面～低湿地

北側台地 ｜
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3 遺物の分類

(1 1 土 器

分瓶にあたっては、石狩低地桁、噴火湾～太平洋沿岸での洲査結果を基にした分類を踏襲した。出

土した土器には縄文時代早期から晩期のもの、続縄文時代のものがある。縄文時代早期の資料をI群

とし、以下順次前期、中期、後期、晩期をⅡ群、 Ⅲ群、Ⅳ群、 V群とした。続縄文時代のものはⅥ群

擦文期のものはⅦ群とした。

I群縄文時代早期に属するもの。

a類：貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類：縄文、撚糸文、絲条体11狼文、組紐lI狼文、貼付文などのある土器群。

b-1類：東釧|路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b-2類：コッタロ式に相当するもの。

b－3類: ｢|'茶路式に相当するもの。

b－4類：東釧路Ⅳ式にｲ:| |当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属するもの。

a類：縄文の施された丸底・尖底の土器群。

a－1類：綱文式に相>'1するもの。

a-2類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、植苗式、大麻V式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類：円筒土器上層式、萩ケ岡l式に相当するもの。

b類：円筒土器に後続する土器群。

b-1類：天神山式、萩ケ岡2式、萩ケ間3式に相当するもの。

b－2類：柏木川式、萩ケ間4式に相当するもの。

b－3類：北筒式、 トコロ6類、煉瓦台式あるいは静狩式に相当するもの~

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

a類：余市式、 タプコプ式、手稲砂山式、入江式、大津式に相当するもの。

b類：ウサクマイC式、船泊上層式、手稲式、鯲澗式にｲ;Ⅱ当するもの。

c類：堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類：大洞B式、上ノ国式にﾎⅡ当するもの。

b類：大洞Cl式、大洞C2式に相当するもの。

c類：大洞A式、大洞A'式、 タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

a類：大狩部式、 1､ニカ式、東欣別式に相当するもの。

b類：恵山式に相当するもの。

c類：後北式に相当するもの。

Ⅶ群擦文時代に属するもの。

(鎌田）

ク‘う
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Ⅲ調査の方法、遺物の分類

(2) 石器等

平成12 ･ 13年度に調査した鵡川町イモッペ川流域の遺跡群（米原3 ･米原4 ･宮戸3 ･宮戸4遺

跡）での石器分類(北埋調報153･ 168)を基本的に踏襲した。石器の特性や機能に直接言及するため、

記号は用いていない。それぞれの未製品や破損品、破片、剥片などは本来の分類に含めた。

1 ）剥片石器

石雛

石槍・ナイフ

石錐

つまみ付ナイフ

スクレイパー

ピェス・エスキーユ

Rフレイク

Uフレイク

石核・原石

2）剥片

フレイク・チップ（｢フレイク」で統一した）

3）磨製石器

磨製石斧・石斧石材（すべて「石斧」に含めた）

器石

石

石

礫

き

み

石

』

た

ぼ

り

錘

石

４

た

く

す

石

砥

5）礫・礫片

加工痕のある礫

礫・礫片（人為的な打ち割り 被熱の可能性があるもの）

(3) 土製品・石製品

出土していない (芝田直人）
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Ⅳ遣構と潰構出土の漬物

1 概 要

検川された遺構は、 Tピット173基、土坑1基、焼土14カ所である。

Tピット (TP-1～173)の大半は、台地と低湿地の間にある平坦部分で検出された。台地の斜

面部分で検出されたものは少ない。形態は長径1.5～2mの溝状が多く、底面がI陥広のものは全体の

約1割である。前者にはlm程度の短いものから4mを超す狭長なものまでみられる。後者のほとん

どには杭跡があり、多いもので15本検出されている。 また、杭跡どうしが重複する例もある。Tピッ

トどうしの重複は15件ある。このうち先後関係が確認された11件では、いずれも長径の短い方が後に

構築されている。覆土の観察から、Tピットは壁面の崩落等によって、 自然に埋没したとみられるが、

埋め戻されたと考えられるTピットが3基確認された。規模や長IIilll方lr1を同じくするものには、 2基

1組などの配列が想定されることもある。構築時期の特定はできないが、厚真川を挟んで位置する｢苫

小牧東部工業地帯の遺跡群」での調査結果から類推すると、縄文時代中期後半～後期初頭の可能性が

ある。なお、 Tピットが構築されたとみられる土層(Va層等）について、花粉分析・植物珪酸体分

析を依願したところ、当時の遺跡周辺はキク亜科やイネ科等の生息する|Hけた草地であったと推測さ

れている （Ⅵ章－2参照)。

土坑(P-1)はllll状の形態であり、 Tピットと判断されなかったものである。

焼土は白頭山一苫小牧テフラより上位のⅢ層で1カ所、 Vc層の上面・上位で13カ所検出された。

Ⅲ層の焼土(F-1)は、検出された臘位から擦文時代～アイヌ文化期のものとみられるが、 この時

期の世物は得られていない。Vc層の焼土(F-2～14)は2， 3カ所のまとまりが点在している。

周囲からはI群b－1類（東釧路Ⅱ式相当）土器や、黒曜石製のフレイク、炭化したクルミ殼等が出

土している。検出された層位と周囲の遺物から、繩文時代早期後半、東釧路Ⅱ式期とみてよいであろ

う。なお、 F－8の炭化クルミ殻、 F-11の炭化材について、放射性炭素年代測定(AMS法） を依

頼したところ、いずれも6,890±40 (yBP) と測定されている （Ⅵ章-1参照)。

2 Tピット （図Ⅳ－2－1～63/表Ⅳ-2-1～9)

173基検出された。各Tピットの属性は表Ⅳ－2－4に示し、 ここではTピッ 1､の分類、地形、確

認状況、覆土、形態と規模、杭跡、重複、分布、 I1肥ﾀl1，時期について概括して述べる。

Tピットの分類

本遺跡と距離的に近い「苫小牧東部工業地帯の遺跡群」 （以下、苫東） との対比をはかるため、 「苫

東分類(①底面の長短比、②底面の長径、③杭跡の有無による分類)」によって分類した。その結果、

本遺跡のTピットはIｿ『東のAl型、A2JI!、 BlﾉM、 B2型、 Cl型、 C2型にそれぞれ分類された。

ただし本遺跡の場合､A1型の中でも長径2.4～4.0mにまとまりがみられたことから(IXIⅣ－1-4) 、

長径2.4m以上のA－l型をA1-L型として区別した。 また、 1基のみではあるが、 Al型に杭跡

の検出されるものがあり、杭跡のあるAl型をA1-2型とした。なお分類の変更にあたっては、大

泰司（2002） 「切り合うTピット」を参照した。図Ⅳ－2－1は、各分り31の形態がわかるよう、それ

ぞれの' ' 1で平均に近いTピットを図示したものである。
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Ⅳ遺枇と遺描出土の遺物

A型：長短比が9以上のもの

Al :長径2m以上

A1-L :長径2.4m以上

A1-2 :杭跡のあるA1型

A2 :規模2m未満

B型：長短比が5～8のもの

B1 :杭跡なし

B2 :杭跡あり

C型：長短比が4以下のもの

Cl :杭跡なし

C2 :杭跡あり

D型：長さ1m， 111l30.2m前後の小規模なタイプで深さ0.5m以下のもの

なお、本遺跡でD型に分類されたものはない。

表Ⅳ－2-1 Tピット分類結果

癖
一
議
一
細
一
議
一
％

A型

56

A1-LA1-2

29 1

16．8 0．6

B型

70

B1 B2

67 3

38.7 1.7

C型

10

C2 C

8 1

1.6 0．6
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地形

遺跡は台地縁辺部に立地することから､洲査区内の地形は台地から低湿地へ連続的に変化しており、

台地と低湿地の間には、沖積作用による平坦部が形成されている。

(a)台地

台地は調査区の北側と南西側に位置する。ほとんどは斜面部分であるが、北側台地のTP-73･74

の周りは平坦ぎみで台地頂部にあたる。調査終了時の地形であるが、調査区中央部分の南側には、標

高8m前後の地形の高まりがみられる。撹乱のためわかりにくいが、南西側台地に連続している。

(b)低湿地

調査区の南東側では、樽前cテフラの上下で泥炭の堆積する低湿地が確認されている。地形図(IXI

Ⅱ－3－1 ， Ⅲ－1－2）から判断すると、低湿地は台地の縁辺に沿って北東側、西側へも広がって

いるとみられる。本洲査前に南西側拡張区の北111l1 (調査区外）にあけられた試掘坑でも泥炭が確認さ

れており、北側台地と南西側台地の間にも低湿地が存在するようである。

(c)平坦部

台地と低湿地の間に広がる傾斜の弱い部分で、調査区の中央部分には、浅くll'l拡な沢状地形がみら

れる。水成層と考えられる基本土層のⅦbが堆積する部分に相当する。西側（南西側拡張区の北側）

には低湿地の存在が予想されるため（図Ⅲ－1-2)、南北の台地に沿って二股に分かれていくとみ

られる。

確認状況

削平・撹乱部分が多くみられたため、 Vc層の上面まで重機で除去してから調査が行われた。この

ためVc層上面で確認されたものが大半である。しかし、調査区の壁面などにかかるもの(TP-71 ･
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Ⅳ遺構と遺柵出土の遺物

75･100･ 118･136･ 137)では、いずれもVa層やV層の中ほどまでTピット壁面の輪郭がみられ、

これらから推し測ると、 TピットはVa層やV層中位から掘り込まれたと判断される。覆土の平面的

な確認状況には、①Vc･Vb･Va層が同心円状にみられるもの、②Ⅶ、Ⅷ層が主体のものなどが

みられた。①は土層断面の観察から、 Tピットが周囲から次第に埋没した状況を示すものである。②

はTP-65 ． 74でみられ、隣接するTピットの掘り上げ土によって埋め戻された状況と考えられる。

北東側、南西側の拡張区は、遺構確認調査範囲とされたため、 Ⅶ層またはⅧ層まで重機による鍬取

りが行われ、それらの而でTピットが確認された。なお、南西側拡張区の斜面下、標高約5.5mは湧

水面にあたり、 TP-173は確認後すぐ、に水没する状況であった。このため確認面の輪郭しか実測で

きなかった。

覆土

覆土はTP-9を除き、基本的に短軸で観察した。自然埋没と判断されるものがほとんどであるが、

埋め戻されたと考えられるTピットが3基ある。

(a) 自然埋没

自然埋没と判断される覆土は、上部と下部に大別される。下部ではV層とⅦ．Ⅷ層が混在、 または

交互に重なり合っており、底部では黒っぽい。堅密度（土層の固さ）は「しよう」、 「軟」と判定され

ることが多い。これらは開口部からの土壌母材（枯葉等）等の流入、壁面（Ⅶ．Ⅷ層）の崩落が繰り

返された結果であろう。上部ではVc、 Vb、 Va層の崩落により|幅が広くなる状況が観察され、平

面ではこれらが同心円状にみられた。堅密度は「堅」 と判定されることが多い。特徴的な断面として

は、覆土の上部が遺構の下部まで垂下するもの(TP-31･35･36･38･40･48･57･62･64． 76 ･

79）がある。これは両壁がずり落ちたことによって、 Tピット内にさらに縦長の隙間がうまれ、そこ

に覆土が堆積していったためであろう （北埋調報70参照)。ずり落ちた層を本来の位置に戻して考え

ると、 Tピット本来の形態は、少なくともVc層までは垂直に近いものであったと推測される。この

他、 TP-13の覆土中位で焼土が検出されたが（覆土2層)、壁面をなすVc層の焼土(F-12)が

Tピット壁面の崩落により落ち込んだものである。

(b)埋め戻し

埋め戻されたと考えられるTピットは、 TP-65･74･137の3基である。TP-65の覆土1層は

Ⅶb主体、 74の覆土l層はⅧ主体である。Ⅶb、ⅧはTピットの壁面中部から底面にみられる基本土

居であることから、両者の覆土1層はTピット構築時の掘り上げ士であろう。覆土1層より下位は、

自然に埋没した状況である。掘り上げ士が周囲に置かれていれば自然に流れ込むことも想定される

が、 TP-65に66, 74に73が隣接しており、 なおかつ両者の覆土l層が埋没途中のTピットのくぼみ

に満遍なく堆積していることから、 TP-65の覆土l層は66の、 74の覆土l層は73の掘り上げ士と考

えられる。なおTP-65･66はともにBl型、 TP-74． 73はA1-L型であり、規模・形態を同じ

くするTピットが隣接している。TP-137は調査区の壁面で断面の一部が確認された。土層断面の

観察では、ほぼ埋没した時点でTP-136に壊されている。TP－137の覆土1層はⅧが主体で、 136

の掘り上げ土の可能性が高い。 2基とも大部分が調査区外にあるため規模・形態については不明であ

る。

形態と規模

(a)平面形

確認面の形態は、底面と比べて1幅広になっており、土層断面の観察から、壁面の崩落により広がっ

たと考えられる。斜面の等高線に直交するものでは、上方が下方より大きく崩落したとみられる形態
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Ⅳ逝椛と遺構l11土の遺物

がある (TP-109 ･ 139 ･ 166･ 172等)。

底liliの形態は、長短比5以上の溝状を呈するもの(A剛、 B型）が大半で、長蝿比4以下の'IIH広の

もの(C型）は少ない。後者の多くは長楕円形ぎみの形態であるが、 TP-100のように整った長方

形をなすものもある。 C型には杭跡のあるC2型が多い。

図Ⅳ－2－4をみると、長惣比5以上のA型、 B型には長径1～2mのものが多いが、 1m前後の

短いものや4mを越す狭長なものもある。また、 2.4m～4.0mのあたりが比較的まとまっており、A

1－L剛としてIX別している。A型の最長（底面の長径、以下'可）はTP 56の4.07m，最短はTP

－23の1.50m、 B型の最長はTP-87の2.24m、最短はTP-144の0.76mである。長短比4以下の

ものは数が少ないこともあってまとまりはみられない。 C型の最長はTP-100の2.22m、最短はT

P-99の1.00mである。

短径については、 A型、 B型とも0.12m～0.28mの範囲に集中している。A咽で最も幅が狭い（底

imの短径、以|､同）のはTP-26の0.11m、 II1M広なのはTP-169の0.40m， B型で最もI幅が狭いの

はTP-29･91の0.14m、 ｜幅広なのはTP-87の0.42mである。C型はTP-99の0.33mから、 TP

-170の0.76mまでまばらにみられ、 まとまりはない。なお、表Ⅳ－2－2は分類されたTピットの

平均値である。

(b)断面形

短靴断面形には、①底面から垂直ぎみに立ち上がる「U」字状のもの(TP-27等)、②底面から

壁面の中位まで垂直に近く、上位で広がる「Y」字状のもの(TP-3等)、③底面から確認面まで

直線的に広がる「V」字状のもの(TP-53等)、④壁の左右で異なる形態のもの等がみられる。

長llilll l析面形には、①両端がオーバーハングするもの(TP-152等)、②片端だけオーバーハングす

るもの(TP-90等)、③オーバーハングしないもの(TP-97等）がみられる。各分類の確認面と

底miの長径を比べると （表Ⅳ－2-2)、 Bl、 B2、 C2型は20cm前後の差があるのに対して、 A

1、A1-L型はその差が数Cmである。平面IXIでも目に付くように、 A1 L型ではオーバーハング

する断面形態が多いため、平均すると差がほとんどなくなっている。底面では、①平坦なもの(TP

－92等)、②傾斜するもの(TP-91等）等がみられる。斜面の等高線に直交するものでは、傾斜に

沿って下方が深くなっているもの(TP-110等)、 と傾斜しないもの(TP-109 ･ lll等）がある。

(c)深さ

確認状況で述べたように、 TピットはVa層、 V層｢|!位から掘り込まれたとみられるが、 Vc層以

下で確認されたものが大半である。 このため深さを比べることは難しいが、 V層とⅥ層以下で確認さ

れたものに大別して、底面の長短比と深さの関係を示した（図Ⅳ－2-5)｡V層で確認されたもの

表Ⅳ－2-2 Tピット分類別規模一覧
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V層(Va･Vb･Vc層）で検出
０

０

０

０

０

０

８

６

４

２

０

８

２

２

２

２

２

１

’
－

28

▲
~

▲17 16 の
67

▲28

０

０

０

６

４

２

１

１

１

丑

限

岨

▲12
▲82 ▲

犯

▲58

▲39
▲25 45

▲▲46

酷23
56

98

▲▲15

語百京
j8 ¥
m ▲

41▲40

10 ． △扇△1, k 94０

０

０

０

０

０

０

８

６

４

２

０

１
37 ▲a

4． 1 1

的

◆7813 ◆93

' ,雛‘島,側： ＃
３
２
４

５◆
翻
似

14

９◆

２

１

５

５
◆22

◆5 曲 49‘
◆42

71

◆
３◆

７８
０
▲
守
扣

が
◆
６

，
０
船

◆20

●1“

●99

◆81

p H Ⅱ■－■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■一■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■I■■■軍

0．00 0．50 1.00 1.50 2．00 2．50

▲A型◆B型●杭跡あり(A1-2･B-2･C-2型）深さ(m)

Ⅵ層以下で検出
０

０

０

０

０

０

８

６

４

２

０

８

２

２

２

２

２

１

▲

27

▲

84

▲ 61

-

108

▲
刑

鈍
▲

０

０

０

６

４

２

１

１

１

丑

限

岨

ー

155

149

▲152

△

▲132 ，国， 169
95 IJI

▲ ▲

：:◆◆訓唆,3‘ “
Ⅷ｡．・,鰊, ,‘， ．● 148

▲
刀143

０

０

０

０

０

０

０

８

６

４

２

０

１
▲128

129▲

15830

可彌
162

■1

▲
157

叩
◆

▼

146◆

1 13

◆
並◆

139
150

● 1“

●

145
■
塊

170

● 158
－ ◆

●
131

《
》
ｑ
》

■

134

1 14

I
’

1.50 2．00 2．50

▲A型◆B型■C型●杭跡あり(A1-2･B2･C2型）

0．00 0．50 1.00

深さ(、）

図Ⅳ－2-5 Tピット長短比・深さの相関図

42



Ⅳ迫構と遺構出土の遺物

は、長短比が大きくなるごとに浅くなる傾向がみられる。Ⅵ層以下で確認されたものでは、 まとまり

はみられない。確認面は異なるが、 A型の最深はTP-69の1.76m、浅いものはTP-17の0.59m、

B型の最深はTP-20の1.88m、浅いものはTP-96の0.70m、 C型の最深はTP-99の2.20m、浅

いものはTP-150の0.68mである。

杭跡

13基で検出された。内訳はA1-2型1基(TP-39)、 B2型3基(TP-14･ 51 ･ 138)、 C2

型8基(TP-9 ･ 99 ･ 100･ 114･ 131 ･ 145 ･ 150･ 170)、不Iﾘ11基(TP-82)である。

(a) A1-2型

TP-39は底面の長径が3.38m、短径0.27mの狭長なもので、 3本の杭跡が等間隔に検出された。

(b) B2型

TP-51で2本検出されている。TP-14･ 138の杭跡は壁面の崩落により実測できなかった。

(c) C2型

C型は10基検出されているが、そのうちの8基が杭跡のみられるC2型である。底面が幅広の形態

には杭跡の検出されることが多い。 C2型の杭はl～15本検出されており、 TP-150では10本、 170

では15本検出されている。杭の位置には、①底面の中央を挟んだ両側にあるもの(TP-99 ･ 100･

114･ 131)、②中央付近にまとまるもの(TP-9 ･ 145)、③長軸に沿って10本ほど並んでいるもの

(TP-150･ 170)がある。①のTP-114では底面の杭跡から覆土中位にかけて、ややしなった棒

状の痕跡がみられた。②のTP-9では太めの1本の周りに5本がめ〈"る。③のTP-170では15本

検出されているが、そのうちの5カ所では杭跡どうしの重複がみられる。分類不明のTP-82は底面

の端部で杭跡が検出されている。この杭跡は深さ0.46mを測り、本遺跡では最も深い。

重複

重複は15件で確認された（表Ⅳ－2-3)｡ 2基の重複は12件、 3基の重複は3件である。このう

ちの11件で先後関係が確認された。また、縄文時代早期後半の焼土と重複するものが2件ある。

(a)同分類の重複

TP-141と158の1件(B1型）で、長軸の短いTP-158が後に構築されている。ただし、 TP

－158は規模が1m程度と想定され、 B1型の平均よ表Ⅳ－2-3 Tピットの重複一覧

り50cm前後小さい。

(b)異なる分類の重複

9件確認された。Al-L型がA2 ･Bl ．C型に

壊される例が8件で最も多く、そのうちの6件がB1

型に壊される。A1-L型以外の重複は、 A2型がC

2型に壊される1件のみである。

A1-L型とB型の重複6件をみると、直交ぎみに

重複するものが多い。その部分の地形にもよるが、等

高線に対してAl-L型が平行に、 B型が直交して構

築される傾向にあるためと考えられる。

(c)焼土との重複

縄文時代早期後半の焼土と重複するものは、 TP-

13とF-12、 TP-57とF-14の2件である。Tピッ

トは焼土のあるVc層より上位から構築されており、

後 先

TP番号 分類 TP番号 分類

65 B1 67 Al-L

66 B1 67 Al-L

78 B1 56 A1-L

87 B1 88 Al-L

89 B1 88 A1-L

113 B1 108 A1-L

134 C 169 A1-L

151 A 152 A1-L

150 C2 151 A2

158 B1 141 Bl

l36 137

先後関係不明

TP番号 分類 TP番号 分類

20 B1 81 B1

34 A1-L 80 B1

135 - 168

162 B1 171 Bl
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Tピットの方が新しい。

分布

Tピット南東側の低湿地を除いた調査区全域で検出されているが、地形によって分布密度に差があ

る。分類ごとのTピット分布図を図Ⅳ－2 5～8に示した。なお、等高線は調査終了時のものであ

る。

(a)平坦部

大半のTピットは台地と低湿地の|H1にある平坦部に構築されている。洲査終了時の地形にTピット

の位置を重ね合わせると、平坦部の中でも①北東側拡張区の窪地、②調査区中央部分の浅く '胴広な沢

状地形、③南西側拡張区の斜面下、に多く分布している。①の部分の南東側は、地形図（図Ⅲ－1－

2等）から低湿地の存在が予想され、①は北側台地と低湿地の間にある窪地とみられる。Tピットの

大半(A型、 B型）は等高線に直交する（長軸を台地と低湿地に|句ける）が、A1-L型のTP-152 ･

155は等高線と平行である。②では沢状地形の北側にある西側へ張り出す高まりに多い。等高線との

関係は平行するものが目に付くが、高まりの幅が狭いため、見方によっては直交するととれるものも

ある。A1-L型が比較的まとまっている。③の北側（調査区外） にあけられた試掘坑では、泥炭が

確認されており、③は南西側の台地と低湿地の間にあたる。Tピットは等高線に直交する （長軸を台

地と低湿地に向ける）ものがほとんどであるが、湧水のため底面の確認ができず、分類は不明である。

(b)台地

この部分で検出されたTピットは少ない。①頂部に位置するもの、②斜面に位置するもの、がある。

①は北側台地の頂部でTP-73･74の2基が検出されている｡②では南西側台地のTP-109～111(B

剛）のように、沢と沢のlNに位置し等高線と直交するもの、北側台地のTP-170のように、沢底に

位置し等高線と平行するものがある。Al-L型はTP-75 ． 108等のように、等高線と平行する。

配列

形態・規模や長軸方向を同じくするTピット|H｣には配列の想定されるものがある。

(a)A1-L型（図Ⅳ－2－6)

A1-L型は狭長であることから、他形態との区別が比較的容易で、①15-27,②17-28,③34-37,

④38-56,⑤58-84,⑥61-67等のように2基1組の配列が想定される。

(b) A型･B型（図Ⅳ－2-7 ･ 8)

Al-L型以外のA(Al ･A2)型とB(Bl ･B2)型については、長短比で区別されているが、

規模のまとまりがみられるため(IXIⅣ－2-4)、 ｜可じく扱うと、 72 (Bl) -68 (A2) -70 (B

l) -98 (A2)のような2基以上の配列が想定される。この列の南東側や北東側拡張区でも配列が

想定されるが、調査区内でも特にTピットの密度が高いため判然としない。

(c) C型(IXIⅣ－2-9)

C型は底、がIII同広なため、 A1-L型|可様、他形態との区別が容易で、 9-170等の配列が想定さ

れる｡ 100がこの配列に属する可能性もあるが、周囲の地形が不明であるため判然としない（図Ⅳ一

2－9）。

時期

本遺跡では、Tピットの構築時期を特定する資料は得られていないが､厚真川を挟んで位置する｢苫

小牧東部工業地帯の遺跡群」での調査結果から類推すると、縄文時代中期後半～後期初頭の可能性が

ある。ただしAl-L型については、上部から土届を観察できるものがなかったため（調査区の壁lij

等)、他のTピットと同じようにVa層から掘り込まれたか不|ﾘ1である。 (II1中）
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Tピット出土の遺物

概要

39基のTピットから108点の遺物が出土した。TP－77の風倒撹乱から出土したものを除き、すべ

て覆土からの出土である。V層下位からⅥ層にかけて、縄文時代早期後半の遺物包含層があり、 Tピ

ットはこの層を掘り抜いて構築されている。遺物はこの際に掘り上げられたものが、覆土に流れ込ん

だものである。

土器

18基のTピッ I､の覆土から67点の土器が出土している。47点がI群b－1類であり、東捌||路Ⅱ式に

相当するものである。 I群b－3類は1点、 I群b－4類は18点、 Ⅲ群a類は1点出土した。

l～8 ･ 10 ･ 11 ･ 13はI群b－1類、 9はI群b－4類、 12はⅢ群a類、 14はI群b－3類である。

lはTP-15から出土した。器厚5111nlで、器面に条の|隅2～3mn1のLR羽状縄文が浅く施されてい

る。内面は横になで洲整されている。胎土は級密で、黒色鉱物・黄褐色火l 1 1灰を含む。焼成は良好で、

堅く焼き締まる。 2はTP-21から出土した。器厚5～61nmで口縁がわずかに外反する。口唇・内面

と口縁のIIIM14～15mmの部分は横になで調整されている。器面には条の1幅2～3mmの整ったLR縄文が

浅く施されている。胎土は繊密で微量の黒色鉱物を含む。焼成はよく、堅く焼き締まる。 3はTP-

34から出土した。器面にはLRとRLの原体による縄文が施されている。縄を転がす方向を変え、斜

行縄文を組み合わせることによって羽状縄文風な構成になっている。器厚は5～1Ommである。なで調

整された内面には成形の際の凹II IIや指頭痕がある。胎士は綴密で、黒色鉱物・砂・黄|蟹l色火山灰を含

む。焼成は良好で堅く焼き締まる。 4はTP-42から出土した。底Imは欠落しており、底部は無文で

「〈」の字状に張り出す。胎土に黒色鉱物・黄褐色火山灰・細礫を含む。 5はTP-42から出土した。

器liliには条のIIIM2'''mのLR繩文が施される。内面は横になで洲整されている。胎土に''1色火l l 1灰・細｜

礫を含む。器壁6～7111mを計る。 6 ． 7はTP 54から出土した。 6は器而に直前段反撚LLの繩文

が施されている。条のIII目は3mmである。内面は横になで調整されており、成形の際の凹凸や指頭痕が

残る。胎土に砂・細礫を含む。器壁6～7mn1を計る。この個体はTP-55からも出土している。 7a

~7cは同一個体である。器厚3～6nlnlと薄手で、口縁が内傾気味である。口唇断面は丸みを帯びる。

器面には横走気味のLR縄文が施されている。条の1幅は2Ⅱ皿である。底部は上底で直線的に立ち上が

る。横になで洲轆された内liliには、成形の際の凹凸や指頭痕が残る。胎士には白色火111灰・砂･ illl礫

を含む。 8はTP-55から出土した。 6と同一個体である。 9はTP-69から出土した。器面にRL

の自縄自巻の原体による羽状縄文が施されている。条の'l'冊は1 ln1ll以下である。内面は丁寧な横なでに

より調整されている。胎土に黒色鉱物・石英・砂を含む。器壁6～7inmを計る。 10･ 11はTP-80か

ら出土した。 10は器而に条の幅21nmのLR縄文が方向を変えて施文されている。横になで洲整された

内面には指頭痕が残る。胎土に黄白色火山灰・砂・細礫を含む。器壁6～9n1mを計る。 1la ･ bは同

一佃体である。口唇断面は丸みを帯びる。器而には条の'|1l,13～41nⅢのLR繩文と縄線文が施されてい

る。 2条の縄線文の下には、縄端刺突文が認められる。内面は横になで調整されており、胎士に黄白

色火山灰・砂・細礫を含む。器壁4～7mmを計る。 12はTP-136から出土した。器面にLR+RL

の結束羽状縄文が施されている。内面は横になで洲整されており、胎土に砂･ |'l色粒を含む。 13はT

P-161から出土した。器面に条のll1ml～2mmのRL縄文が施されている。内im調整は横なでで、胎

土に黒色鉱物・砂・黄白色火山灰を含む。焼成は良好で堅く焼き締まる。器壁5～91HI11を計る。 14は

TP-165から出土した。口縁はわずかに外反し、 ’二l唇断面は尖り気味である。器面にI順2～31111nの

断面が半円形を呈した貼付帯と、条の'l'l,i ln',''の短縄文が施されている。内面は横になで調整されてい
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

る。胎土に黒色鉱物・石英・砂・細礫を含む。 （鎌田）

石器

いずれも覆土中より出土し、流れ込みの遺物でTピットには伴わないと考えられる。 1はTP-6出

土の石錐片。中半で切損しており、下半分のみが残る。残存部の形状から柳葉形と推測される。黒曜

石製。 2はTP-19出土のuフレイク。縦長剥片の内湾する側縁に使用痕が見られる。表Imに自然面

を残す。頁岩製。 3はTP-45、 4はTP-65出土の石核。いずれも打面を転移しながら、剥片を剥ぎ

取っている。各作業面から、少なくとも3は2IIII、 4は311]1の転移が認められる。 ともに黒|畷石製で、 自

然面を残す。 5はTP-77と切り合う風倒木痕より出土した石槍・ナイフ。両面の調整は粗雑である。

茎部を欠損する。黒曜石製。 6はTP-86出土のピエス・エスキーユ。剥片の上下端に打撃による階

段状の細かな剥離が認められる。側面の剥離作業により、下端が鋭角に整形されている。頁岩製。 7

はTP-143出土の石斧未製1M,。両面を打ち欠いて整形されている。裏而に自然面が残る。石材は結

晶片岩である。磨製石斧としては、研磨されておらず、刃部が作り出されていないことから未製品に

分類した。 しかしながら、下端の弧状になった部分に、剥落や磨滅といった使用痕が見られることを

考慮すると、 これを打製石斧として捉えることもできる。本遺跡ではTピットの州liり具としての機能

が想定される。ただし、他のTピットや遺物包含層より同形のものが出土しておらず、使用に伴って

生じると考えられる石斧剥片もほとんど見られないことから、今回は可能性を指摘するにとどめる。

今後Tピットの構築方法を推定する上で、掘り具の可能性のある石斧類の観察に注意する必要がある

と思われる。 （芝田）

表Ⅳ－2-5 Tピット出土遺物一覧

名
剴
毛

構
Ｐ
Ｐ

遣

Ｔ

Ｔ

蔀
一
錘
一
詮

分 類

フレイク

石鍼

Ib－1

1b－4

フレイク

フレイク

Ib－1

礫片

フレイク

Uフレイク

Uフレイク

Ib－l

lb－l

フレイク

フレイク

フレイク

Ib－l

すり石

I b 1

礫

Ib－1

,i l-核

Ib－1

1b－1

フレイク

I b－l

フレイク

韓
一
１
’
１
’
２
｜
旧
－
１
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
８
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
１
ｌ
９
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
１
１

備考

５

８

９

７

０

名
毛
も
毛
寺
毛

構
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

遣
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

馳
一
鐙
一
掛
一
錘
一
州
一
鶴

分 類

石核

Rフレイク

Ib－4

澗槍・ナイフ

Ib－1

1b-1

石雛

Uフレイク

フレイク

ピエス・エスキーコ

Ib-1

フレイク

礫

Ⅲa

石斧

Uフレイク

フレイク

Rフレイク

Ib－1

礫片

Rフレイク

Ib－1

フレイク

礫片

Ib－3

考

ｌ

備

岩
頁

慰
１
１
５
１
１
１
１
４
３
１
２
１
１
１
１
１
１
１
５
１
１
１
１
１
１

覆土TP 10

rP-13 1 覆土

覆土rP－1ELnJ

彼士TP-86

錘
軒
一
詮
一
趣
一
詮
一
鐙
一
詮
一
詮
一
軒
一
露

６

７

９

０

１

２

４

８

４

６

１

１

１

２

ク

】

２

２

２

３

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

織
一
鐙
一
睡
一
錘
一
雄
一
謎
睡
一
鋸

TP-89

TP 99

TP-129

TP-136

TP-143

TP-146

TP-151

TP-152

r(岩

覆土rP－42 渡土TP-155

rP-156 1 穫土
猿laTP-45

rP-161 ,又二［ｷ叩, T
TP-54 1 覆土

rP-164

rP－165

詮
一
錘

TP－55 覆十

覆土TP－56 合 計 108点
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表Ⅳ－2－6 Tピット掲載土器一覧

遺物

番号

破
一
慰
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

掲載

番号

片
一
織
一
３
ｌ
８
ｌ
９
５
ｌ
１
ｌ
１

同一個体破片の情報発掘区､層位､点数(1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした遺構名 層位 分類
掲載

工
1

工
2

1

錘
一
鋤
一
掛
一
赴
一
純
一
蝿

(掲仙) TP-15-3穫二上(2)、

１

１

１

１

~

~

~

~

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

１

１

１

５

１
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０

４
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４

△
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２

３

３

４
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５

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｒ

ｒ

ｒ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

ダ
ダ
~
●
グ
~
~

１

１

｜

勺

１

１

｜

⑪

皇

ｌ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｎ

へ

』

１

２

ｌ

３

ｌ

４

５

６

(非掲!|1) TP-21-1"|:(7)

(褐1IM) L40(I IVc2. (J|拙戦)K41a5Vc, 11cl l ' il2､L40c3同, i'il41d]Vc2

(非掲,If) TP-34 1槻士(3)

| ' il38a l l '13,(IM!11) a :TP-54-2"Iz(2), b :TP-56-1"l:( 1 ),L37d3Vb

l 'ij6同2, li｢j7Vc9.

c : L38a6VI)3, l iil7Vc6. (非掲ill) TP-45-1"| :(1).

泄|弓 Ib－lrP－54
ソ
】 29 1頁

Tl’７

(非掲職) TP-55-1殺土( 1

(ILj ill) TP-69-2悩土(4)．

榧土
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－

１

１

~
~
~

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１
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’

’

１

’

１

１

５

’

５

ソ
一1

1

1

８
’
９
｜
Ⅲ (掲倣) K40blVc4. (非掲載) L41alVc.

(掲赦) a : II45c2V1)6, IIT141irj． b : II44bllV, I ' il45c2Vb, |r18Vc

(非掲,I1) TP-89-1覆|Z,G45bl7Vc,H45c2Yb.

6
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一
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ｂ

ｂ
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６

１
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~
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Ｐ
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Ｔ

Ｔ
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－
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－

１

’
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１
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２
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４
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図Ⅳ－2-63 Tピット出土の土器
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W遺描と遺構出土の逝物

表Ⅳ－2-7 Tピット掲載石器一覧

長さ×幅×厚さ

(cm)

重量

(9)

掲載

番号

遺物

番号
層位 石質 備考遺構名

~〃司

分 類

石雛

Uフレイク

石核

石核

イi槍ナイフ

ピェス・エスキーユ

而斧

破片

乱

脚

土

土

土

上

撹

岩

１

覆

覆

覆

覆

倒

頁

土

風

覆

AIAII擢石

頁岩

｣1,|､(ll程石

照曜ﾌfi

jl即程石

頁岩

結晶片岩

TP-6

TP-19

TP-45

TP-65

'T、p－77
~ユ~上~ ’~i

TP-86

rP-143

１

ｌ

２

３

４

ｌ

５

６

ｌ

７

2．0×1．03×0．42

4．75×3．21×0．94

3．65×4．50×1.77
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3 土坑（図Ⅳ－2－62）

1基のみである (P-1)｡ I45b， J45a区のVc層上面で、 Vb層の落ち込みとして確認され

た。形態はⅡI状を呈する。規模は確認面で1.24×1.06m、底面で0.62×0.40m，深さ0.36mである。

Ⅶb層と覆土3層(Vc主体)との層界が明瞭で、整った平面形であることから土坑として扱ったが、

Ⅶb層とVc層の層界は、遺跡内の場所によって本遺構のように明瞭な部分もあり、人為でない可能

性がある。遺物の出土はない。

4 焼土（図Ⅳ－4－1 ． 2／表Ⅳ－4－1～4）

焼土は14カ所検出された。各焼土の属性は表Ⅳ－4－1にまとめ、以下では各層の焼土について概

括して述べる。 （山中）

Ⅲ層の焼土

1カ所のみ検出された(F-1)。調査区北側の台地から続く斜面上に形成されている。非常に強く

焼けており、炭化物の集中を伴う。断面観察により、その場で形成されたものと判断したが、平面が

不整形を呈し、遺物を伴わないことから、 自然営力（落雷による野火など）の可能性もある。

周辺に白頭山一苫小牧降下火山灰(B-Tm)の堆積が部分的に見られ、焼土の形成面がこれより

も上位であることから、時期は擦文時代～アイヌ文化期と考えられる。 （芝田）

Vc層の焼土

13カ所で検出された(F-2～14)｡F-3 ･ 5を除き、 2， 3カ所のまとまりが点在している。

F-13 ･ 14は|幅広な沢状地形内に位置する。いずれもVc層の上面・上位が赤みを帯びた部分を半裁

し、断面観察の結果焼土と判断したものである。平面形は円形・楕円形に近く、厚さは5cm前後であ

る。周囲ではI群b-1類土器（東釧路Ⅱ式相当)、黒曜石製のフレイク、炭化したクルミ殼等がま

ばらに出土している。F－9～11では、黒唯石製のフレイクが多くみられたため、周囲の土壌を水洗

選別したところ、微細なフレイクが約800点得られた。

検出された層位と周囲の遺物出土状況から、時期は縄文時代早期後半、東釧路Ⅱ式期とみてよいで

表Ⅳ－4－1 焼土一覧

規模(m)

長径×短径／厚さ

検出

層位
備 考時 期遺物色 調遺構名 発掘区図版図

擦文時代

～アイヌ文化剛

Iﾘ1赤褐色

～赤褐色

27－

1.ワ
ユ －
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繩文il#代早期後､|2
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繩又l l ､1代早期後､IA

仙
一
袖
一
袖
一
抽
一
衲
一
伽

にぶい赤褐色

にぶい赤褐色

にぶい赤褐色

にぶい赤間色

にぶい赤褐色

にぶい赤褐色

34／().03

30/0.04

36／0,06

32／0.06

28/0.06

26/0.06

VcI1'1上im

Vcli#上面

Vcjﾘｲ |呈旧i

Vcli,i l･位

Vc刑上面

Vc li'i l: |ni

０

０

０

０

０

０

×

×

×

×

×

×

２

２

５

８

８

２

５

３

４

４

４

３

０

０

０

０

０

０

２

３

４

５

６

７

~

~

~

~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

l45c

l43d

J44d

K44b

K43b

l45c

〃

~Ⅳ－42
ｎ
Ｊ

７ク

ー

Ⅳ4－1

6，89()±40

（VBP）
繩文時代早期後､ |‘Iﾘj赤褐色 有りVcII!1 1呈而 0．34×0．28/0.06K43bⅣ－4－2 F－8

K41c

K42b
縄文l1 .f代li1.期後､’VcMlalll iﾘl赤褐色 右b~~ ~().52×0．48／().()6F－927－4〃

ｔ

０

Ｄ

１

２

４

α

４

Ｋ

Ｋ
繩文時代早期後､’fj.りVcl'i''l ltin |ﾘj赤褐色 ().40×().4()／0．06F ］0参少

6.890±4(）

(vBP)

K41c

K42b
縄文IMf代早期後､卜lﾘl亦褐色 fj.り().58×().40／0．07VcM上位F 11〃〃

llif赤褐色

－－iﾘl赤褐色
TP 13に唆される繩文時代早期後1当V(j li,i l:面 右h

』』 ﾉ(0．48）×（0． 12)／(0． 10）F 12 J44a〃

L38c，

L39b
縄文時代早期後､ド略赤褐色 ｲ1．りVcI{'1上側 ().40×0．24／0．06F－13〃

F 14 1 L38c l Vc II'i｣" llif赤褐色 | 0.48× (0.3'1)/().06 1 1'.り ｜縄文時代§'.期後､ |"･ | TP-57に壊される今

〃2



Ⅳ遺構と遺構出土の遺物
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Ⅳ遺構と遺構出土の遺物

表Ⅳ－4－2 焼土出土遺物一覧

遺構名 備考 ｜ 遺構名 備考分類

Ib 1

イi鰍

Uフレイク

フレイク

フレイク

礫片

フレイク

フレイク

フレイク

極

３
’
’

２
｜
粥
－
４
ｌ
１
ｌ
５
ｌ
ｌ
ｌ
１

分類

Ib－1

フレイク

Rフレイク

Uフレイク

フレイク

石核

ｲi斧フレイク

礫

フレイク

点数

27

1

王
4

27(）

l

工
1

－万

備考 ｜ 遺構名

雨,~”F－lO
分類

すり府

礫片

Ib－1

フレイク

礫川・

フレイク

Uフレイク

フレイク

フレイク

点数

1

4

F－8

F－2

買

Ｊ

皿

二

１

Ｊ

ニ

ー

皿

猴

，

Ｍ

花

・

Ｉ

、

ロ
ー
Ｉ
、
１
１
塑

Ｉ

l'(岩1F－ll

阿岩30 ３

ワ
】
’
３
｜
Ⅲ
’
９

F－3 F－9
F－l2

１

脚

行

Ｉ
今
イ
０
口
１
１
、

二
■
■
０
、
ｒ

１

脚

時
一
鄙

F－13

頁器2 1 F-14F－lO

表Ⅳ－4－3 焼土掲載土器一覧

掲載

番号

遺物

番号

破 片

点数|掲載|総数

同一個体破片の情報発掘区、層位、点数（ 1点の場合は省略）前に同じ部分

は同とした
遺構名 層位 分類

（掲載) TP-10-2概上 (2) !TP-20-1"|x, I43blb (4) . (非掲城) F 11 1

(2),I43b2Vb2､ l'ild4I可, I1151可,同8W(2) ,同9Vc ,nl3inl, J37c21ril2,L42

d2Vc5．

1ｺ､ 11
ユユユ1 1

ワ
】 29 ［b一］9

表Ⅳ－4－4 焼土掲載石器一覧

掲載番号

lXlⅣ－4 1－1

図Ⅳ－4－2 2

名

２

ｆ

構

一

遣

Ｆ

Ｆ

遺物番号

1

1

層位

焼土1 1W

焼土1 j'i''|

分類

石鍼

すWi

長さ×幅×厚さ (cm)

2． 10×().90×0．20

19．7×3．90×1 ．6(）

ｇ

ｏ

〃

Ｊ

１

、

川

４

ユ

■

■

局

Ｊ

１

量

０

０
２

重

石質

熟曜石

緑色凝灰ｷ' I

備 考

TP 36 1と接合被熱

あろう。F－8の炭化クルミ殻、 F-11の炭化材について、放射性炭素年代測定(AMS法） を依頼

したところ、いずれも6,890±40 (yBP) と測定された（Ⅵ章－1参照)。

なお、焼土の検出されたVc層の上面・上位については、当時の植生に関する情報を得るため、基

本士層の一部から土壌試料を採取し、花粉分析・植物珪酸体分析を依頼した（Ⅵ章－2参照)。

（山中）

焼土出土の遺物

14ケ所の焼土のうち、縄文時代早期後半の焼土13ケ所すべてから遺物が出土した。このうち、 12ケ

所から土器・石器等460点の遺物が出土している。

土器

lはF-11から出土したI群b－1類土器である。東釧路Ⅱ式に相当する。口縁は直立気味で、口

唇断面は丸みを帯びる。器面には無節の原体を何本か一単位にして並列を押捺している。横になで調

整された内面には指頭痕が残る。胎士には黄褐色火111灰、細礫を含む。この個体の破片はF-ll、 T

P-10･ 20の覆土、 I43b、 J37c、 L42dのVb～Ⅵ層から29点出土している。 （鎌田）

石器

図Ⅳ－4－1－1は、 F－2の焼土l層より出土した石雛。小型の柳葉形。周縁部のみ粗く加工さ

れており、両面に剥離面が残る。石材は黒曜石である。図Ⅳ－4－2－2は、すり石。 F-10の焼土

l層、 TP-36の覆土中より出土した2点が接合したもの。 F-10出土の破片は被熱している。棒状

礫を縦方向に半割し、腹面を弱く擦っている。石材は緑色凝灰岩である。 F-10の形成以前に破砕し

たものが、一方は焼土中にあって被熱し、 もう一方はTP-36に流れ込んだものと推測される。F－

10の時期から、縄文時代早期後半（東釧路Ⅱ式期）以前の所産と考えられる。 （芝田）

皿5



V包含層出土の遺物

1 土器

概要

平成14年度、浜厚真3遺跡では遺物包含層より679点の土器が出土した。このうち、縄文時代のも

のが678点で99.9％を占める。続縄文時代のものは1点で0.1%である。時期別の点数と包含層出土土

器全体に占める割合を多い順に記すと、縄文時代早期後半のものが389点と57.3％を占める。次いで、

後期後葉が183点で27%、後期初頭が87点で12.8%、中期後半が14点で2.1%となっている （表V－1

-1)｡

各時期の出土層位別点数と時期別出土土器点数に占める割合は、縄文時代早期後半のものはVcIg

で199点(51.2%) 、 Vb層で151点(38.8%) 、 Ⅵ層で14点(6.2%) 、中期後半はVc層で7点(50%)、

Vb層で6点(42.9%)、後期初頭はVa層で87点(100%)、後期後葉はVa層で146点(79.8%)、

Ⅲ層で25点(13.7%)である。続縄文時代のものはⅢ層から1点だけ出土した。

図V－1－1 ． 2では各時期の土器の分布|劃を示した。 また、表V－l－2の包含層掲載土器一覧

で「破片」の欄で「点数」とあるのは見出しとなった破片の点数、掲載とあるのは拓本で掲載した破

片の数、 「総数」は当該個体の破片総数である。 「|司一個体破片の情報」の部分では見出しに記した破

片以外の掲載破片と非掲載破片の情報を、発掘区（グリッド・小グリッド） ・遺物番号・層位(Va

層はVa、 Vb層はVb、 Vc層はVcと略した) ･点数の順に記載した。発掘区と層位の部分につ

いては前に記載したものと同じ場合には「同」として省略した。層位の次の数字は点数であり、 1点

の場合はlを省略した。

縄文時代早期の土器

I群b－1類(1～25)

321点出土している。東釧路Ⅱ式に相当するもので、施文の特徴等によりa～gに分けた。

a 縄文をもつもの(1～3 ･ 5～8 ･ 13)

l～3 ． 5～8 ･ 13は撚りの緩い繩文による地文をもつ。斜位・横位と方向を変えて施文するもの

表V－1－1 層位別出土土器点数一覧 がある｡施文の重複のあるものもある。1 ･ 2 ． 5 ･

7 ． 8はLR、 3 ･ 6 ． 13はRLの縄文をもつ。5 ･

13は方向を変えて施文される。 3 ･ 5 ･ 7 ･ 13は施

文が重複する。1 ･ 2は焼成が良好で堅く焼き締まる。

b撚糸文をもつもの（9～11)

9～11は撚糸による施文をもつ。 9 ･ 11は右撚、

10は左撚である。 11は内面が剥落している。

c 直前段反撚・合撚の原体による

施文をもつもの(4 ･ 12 ･ 14)

4は反撚の混合したLLR、 12は反撚のRRであ

る。 14はLRとRLを撚った3段の原体による施文

をもつ。

d縄文と縄端圧痕文・縄線文が

組み合わされたもの(15～17)

15はLRの比較的整った縄文が方向を変えて施文

VIWi 風伍l1

ⅢW分噸 VI胴 排土 ,il-
V, |VblV@ 撹乱

縄文時代早期

I群b 1" 7 115 175 17 7 321

1岬b－4蝋 2 2

1群b類細分不能 1 36 22 7 66

縄文時代中期

Ⅲ腓b 2類 1 3 7 11

3 3Ⅲ群b削ﾎ111分ｲ<能

縄文時代後期

Ⅳ群a餓タプコプ式 87 87

Ⅳ腓c類 25 146 10 2 183

続縄文時代

Ⅵ岬‘頬 」 l l l l l ］

風伍l1
排」

撹乱
Ⅵ胴Ⅲ1両分・ 噸

分棚不Iﾘ’ ｜ ヨ l 1 l ， l l l ､

合 計 ’ 28 243 169 1 206 1 24 1 2 1 7 1 671）

〃6



V包含層出土の遺物

全体の士器分布

32 33 34 35 36 3738 3940 41 42 4343

|群b-4類十器の分布

32 33 34 35 36 37 38 3940 41 42 43 44 45 46 472 3
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工
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／へ、、
~／

／
/

~~／

~／

／~

~／
／1 159 2

=一一.ダ

4 253,／
／

27 1 '

6 5_」
↑ 8 61

、２７ノ、
銅聖ノ／一１

４７６８
２

グ

ー名Ｉ

~

~
一

／

１

－

Ｔ

Ｉ

Ｉ

‐ｊ」

／

／

／

２

５

６

型

１

｜

／

バ

５

ｊ
Ｊ
ノ

ノ

帽

一

一

一

一

２

６

９

２

３

、

ノ

｝

２

６

４

、

１

ノ

巡

一

２

１

一
一

１

３

５

４

５

７

１

一

６

４

－

７

１

３

１

－

２

１

－

２

４

１

１

－

、

１

１

－

・

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

可

Ｊ

Ｊ

茄

師

「

一

ｒ
ｌ
－
ｌ
ｌ

ｌ

‐

Ｊ

‐

』

Ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

「

１

１

‐

Ｆ

″

」

豆

［

ｌ

ｊ

一

（

~

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

~~

~

~

｜ ｜ ｜ l l l l l l l l l l l ｜ ’

縄文時代早期の＋器分布

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47

I群b類土器（細分不能）

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

幅

認

の分布

42 43 44 45 46 47

弓

｜
Ｉ
Ⅱ
「
１
割
‐
‐
当
１
‐
『
’
一
Ｌ

一
一
一

一

一一

’

、

ノ

~

瞳

、

Ｊ

｝

／

ｊ

１

ｒ

ノ

ノ

９

一

／

１

１
’’

二

／

／

１

４

打

一

／

／

４

４

ｊ

ノ

ノ

ノ

’

一

一

－

８

｜

、
〆

、

’
’

一

２

一

６

３

’

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

千二
1

11 120

〕
11 31 1－ ’ ’ 41 11481 ／1

81 51 1 1 21 127 1 1 ８

３11 2 2 4 5

4 2 632 7 6

1H－、 ↑ 365 4 915 5124
11 1， ， ，47~ 帥！

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

|群b-1類土器の分布

32 33 34 35 36 37 38 3940 41 42 43 44 45 46 47

縄文時代中期の土器分布

32 33 34 3536 37 38 3940 41 42 43 44 4 7

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

１

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

○

Ｐ

Ｑ

Ｒ

」~~

~
~
~
~
~
~

1

11 120

1

11 1 31 1 F’ ’ ’ 113911

51 1 1 21 1231 1 1

！ ’ ｜ ’ 1 81 1 1 21 1 1 41 4

，’ ’ ’ ’ 41 1 21 1 61241 1 71 2
i旧l L、 ｜ ］' 21591 1 31 91 151 51 13
-’ ’ ’ 11 1 ↑'421 1 1 1 1 1 ↑

1+-H-卜

図V－1－1 包含層出土土器分布図（ 1 ）

刀7

~

〆

|’

|’

I

L

『

、
’

I

~

2

、

－

ノ

｜
／

~

同■■■[二コE二二に二コ■■■■

ー

I

〆

I

~

~

’

I

~

2

＝

1

’

、

~

4

1

~

1

ノ

／
一

/

1

1

／

弓戸ー

~

■■■■

ﾆーーコ



Ⅲ群b-2類土器の分布
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V包含層出土の遺物
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図V－1－3 包含層出土の土器（ 1 ）
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図V－1－4 包含層出土の土器（2）

され、その間に繩端圧痕文が施される。 16は縄端部を強く押して回転させた、整った半羽状風のLR

の縄文と縄線文をもつ。 17は撚りの緩いLRの縄文と縄線文が施されている。

e 絡条体圧痕文をもつもの(18～20)

18～20は単軸絡条体による圧痕文をもつ。絡条体の軸は丸軸である。 18の口唇は指頭により抓まれ

ている。 19は内面に条痕をもつ。 20は横位・斜位の絡条体圧痕文をもつ。

f 無文(21)

21は無文である。器厚3～41nmで、器面には指頭痕がある。口唇断面は丸みを帯びる。

g底部（22～23）

22～26は底部が張り出す。純文の施されたもの（22～24)、底部の張り出しが抓まれたもの（25)、

縄端刺突文が施されたもの（26）がある。 24～26は底面に縄文をもつ。 24は内面および底部内面に条

痕がある。

｜群b－4類（27）

I群b-4類は2点のみの出土である。 27･28は自縄自巻の原体による羽状縄文をもつ。条の幅は

1mmである。

縄文時代中期の土器

Ⅲ群b－2類（28）

Ⅲ群b-2類は11点出土している。 29は口縁に2条の細線文が施される。断|m形が丸みを帯びた1 l

唇と口縁には箆状工具による右方向からの連続刺突文をもつ｡口縁には胎士には砂・黒色鉱物・細礫を含む。

縄文時代後期の土器

Ⅳ群a類（29）

Ⅳ群a類は87点出土している。29はLRの縄文を施して、器面をなでている。内面は剥落している。

胎土には黄白色火山灰・砂･ ill1礫を含む。

Ⅳ群c類（30～35）

Ⅳ群c類は183点出土している。 30～32は口縁に突瘤文をもつ。 30は突瘤が抓まれている。 31は突

瘤文の下に爪形文をもつ。 32のl｣縁は小波状を呈す。 33は口唇に3つ一組で丸棒状工具による刻みが

ある。 34は口唇が切り出しナイフ状を呈す。 35は沈線文をもち、口縁に縄文が施される。沈線文より

下は無文である。いずれも、地文はLRの斜行縄文である。

続縄文時代の土器

Ⅳ群c類（36）

Ⅳ群c類はⅢ層から1点のみの出土である。 36は器面に隆起線と三角列点文をもつ。胎土に黒色鉱

物・白色粒･ flll礫を含む。 （鎌田）

Z20



V包含層出土の遺物

表V－1－2 包含層出土掲載土器一覧

掲載

番号

遺構

番号

遺物

番号

破 片

同一個体破片の情報発掘区､層位､点数(1点の場合は省略)前に同じ部分は同とした層位 分類

点数 掲載 総数

(ﾗﾙ掲械) I38cIVb､L41dlVc,n42blVb3
T 1 1

1 ，－11 Ijln
しTlし V（３ I

？
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1⑪

ID’ ２

［ b ］L38a I『b
Ｆ
Ｄ 54 6 、
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ソ
一 』
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？
］ 24
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ワ
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~
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2 石器

概要：遺物包含増より1,398点の石器等が出土した。大部分がフレイク （1,224点）である。他に、

剥片石器136点､磨製石器1点､礫石器11点､礫・礫片26点が出土している。出土層位は、Vc層が1,194

点と突出しているが、ほとんどがフレイク･Rフレイク ･Uフレイクである。分布は、調査区北東側

から続く浅い沢の内部より多く出土した。K-42グリッドで802点と最も多く出土しているが、 これ

は焼土F－9～11の周辺の土壌を水洗選別した結果得られた、黒曜石製の微細なフレイクである。剥

片石器は石雛が40点と最も多い。磨製石器は石斧剥片が1点のみ111土した。礫石器および礫・礫片の

出土は非常に少ない。付近に石材を獲得できるような河川がないことが原因と考えられる。

注目されるのはVc層より石錘が2点出土している点である。適跡が縄文時代中期後半にエゾシカ

の猟場として機能する以前に、南側の低地部分で漁労活動が行われていた可能性がある。周辺の厚真

台地に立地する静川22遺跡では、 3,577点という大量の石錘が出土している （工藤・兵藤2002)。

Vc層出土の土器の約9割がI群b－1類（東釧路Ⅱ式）に相当することから、石器等の大部分も

当該時期（縄文時代早期後半）の所産であろう。Vc層はTピット群の構築により著しく撹乱されて

おり、多くの石器等が掘り上げ土に混入して流失してしまった可能性が高い。

(1 ) 剥片石器

石錐（図V－2－3－l～12/表V－2-2/図版31)

40点出土している。形態別では、五角形2点、柳葉形9点、三角形13点、有茎7点、形態不明な破

片9点となっている。石材は2点のみ頁岩で、他は黒曜石である。 12点図示した。 l～6は薄身のも

の。 1 ． 2は五角形。 1は裏面に主剥離面を残す。 2は|幅広で、先端部が全体の約1／3ほどである。

3～6は柳葉形。 4は基部に浅い挟りが入る。 5 ． 6は縦長で、両側縁が直線的でよく整っている。

7～10は三角形のもの。 7は平基。形状は短身で、正三角形に近い。側縁は直線的である。 8～10は

l'li基。いずれも側縁が外湾する。 10の基部には装着痕と推測される潰れが見られる。 11 ･ 12は有茎。

どちらも縦長の基部を有する。 11は平基、 12は凸基である。 11は基部、 12は先端部を欠損する。 12は

非常に糸lllかな調整が施されている。ここで図示したものは、すべて黒曜石製である。

石槍・ナイフ （図V－2－3-13 ･ 14/表V－2-2/図版31)

3点出土している。石材はすべて黒ll111石である。 2点図示した。 13は茎を持つもの。凸基である。

厚みがあり、両面の調整は粗い。 14は茎が不|ﾘl瞭なもの。左右の11111縁が非対称になっている。

表V－2－1 層位別出土石器一覧
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１

１

１

１

４
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５
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０
１
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５

６

３

０
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２

６

４

１

１

４

９
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表V－2－2 包含層出土掲載石器一覧

層位

Vc層

V層下

V層ﾄﾞ

Vc層

VI'ii下

Vb層

Vb層

Ⅲ層

Va層

V眉上

VI画上

Vb層

Vb層

VI簡下

Vb層

Vb層

風倒木痕

V府下

V層下

VI)IFi

Vc層

VcIW

Vb層

重量(9) 石質

0．7 娯曜fi

1 ．4 黒曜石

0.8 黒暇石

1.2 黒曜石

1.0 "|恥石

1.7 黒I曜府

0．6 黒曜ｲi

1．6 黒曜石

1,6 黒|願うfi

2. 1 黒曜石

1.7 黒曜石

2,0 黒暇矛i

4．5 黒曜石

7．3 黒唯石

1．7 黒曜石

2．2 黒H趣i

34．5 頁岩

3().6 頁岩

4．3 緑色泥岩

164.0 凝灰岩

47. (） 砂岩

370. (） 珪岩

（85.0） 凝灰質砂岩

備 考

F－9～11周辺

出土地点・番号

K42b ・ 2

F38d ・ l

H37b ・ l

G45b ・ 6

137a ・ 5

K35c ・ 2

136． ． 2

F39a ・ l

F39b ・ l

L34b ･ 1

()41b ･ l

N42b ・ l

J41a ･ 1

F37c ・ l

H45b ・ 1

J44d ･9

J38b ･ 2

137b ･6

Tq7，， ． ワ
LJ~’し g

I38a ・ 2

J44a･ 1

L41b ･ 1

K43d ． 2

長さ×幅×厚さ (cm)

2．51×1． 10×0．28

2．80×1．31×0．41

2．99×1．09×().25

2．91×1．25×0．36

3．80×1 ．25×0．23

4．22×1 ．30×0．36

1．95×1．51×0．29

2．92×1．71×0．40

3．30×1 ．59×0．35

3．82×1 ．70×().32

3．50×1．41×0，47

4．30×1．61×().36

3．78×2．21×().73

5．2()×2．20×0．83

3．70×2．28×0．32

4．20×1．50×0．42

5．39×4，35×1．25

4．31×6．09×1．23

14．9×8．0×2．05

5．9()×7．0×3．60

4．17×5．67×1．33

12．2×6．70×3．30

(7.5()）×（6.70）×(1.25)

季
ｌ
２
３
４
５
６
７
ｌ
８
９
ｍ
－
Ⅲ
｜
岨
脇
一
Ｍ
幅
一
帖
一
Ⅳ
｜
鵬
旧
一
別
副
塑
泌

分 類

石雌

石鍼
テ ′H雪

征1 如氏

石雛

イ丁雛

石雛

石雌

石雛

イ1 雛

石雛

石雛

石雛

ィi槍ナイフ

イi槍ナイフ

石錐

石錐

スクレイパー

スクレイパー

たたき石

すりィi

石錘

石純

砥イi

欠損I砧

二~

2点接合破片

石錐（図V－2－3-15 ･ 16/表V－2-2/図版31)

4点出土している。石材はすべて黒曜石である。 2点図示した。 15 ･ 16は刺突部を顕著に作り出し

たもの。 15は表面のみの調整で、刺突部以外は剥片の形状を変えていない。 16は両面を調整している

が、表Iliに自然面を、裏面に打瘤を残す。側辺に使用による潰れが見られる。

スクレイパー（図V－2－3－17． 18／表V－2-2/IXI版32)

7点出土している。石材は図示した2点が頁岩で、他は黒曜石である。 17は石くらと称されるもの。

上面に打面が残る剥片の周縁を弧状に加工し、粗く調整して刃部を設けている。表面に自然面を残す。

18は素材の形状を大きく変えていないもの｡描長の剥片の下縁と左側縁に急角度の刃部を設けている。

右側縁にも使用痕が見られる。

(2) 礫石器

たたき石（図V－2－3-19/表V－2-2/図版32)

4点出土している。 1点図示した。 19は扁平礫の周縁部にたたき痕が見られるもの。たたかれてい

る部分に打ち欠きの痕跡が残ることから、石斧未製品の可能性もある。石材は緑色泥岩である。

すり石（図V－2－3-20/表V－2-2/IXi版32)

1点のみ川土した。 20は亜| !｣礫の下liliを擦っているもの。すりI(liは素材礫の形状のため、直線的で

はなく、湾llllしている。石材は凝灰岩である。

石錘（図V－2－3-21･ 22/表V－2-2/lXl版32)

2点出土した。 21は小型の扁平礫を素材とし、長軸の両端に打ち欠きをもつもの。表裏両面から打

ち欠いている。 22はやや厚みのある亜円礫を素材とし、短軸の両端に打ち欠きをもつもの。石材は21

が砂岩、 22が珪岩である。

砥石（図V－2－3－23／表V－2-2/IXi版32)

3点出土している。 23は破片で、 2点が接合したもの。板状礫の表面を砥而として使用している。

石材は凝灰質砂岩である。 （芝田）
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

Ⅵ自然科学的手法による分析

1 放射性炭素年代測定

(株)地球科学研究所

報告内容の説明

メ""pj顕） 14C年代 ′'measuredradiocalbonage''

試料の14C/12C比から､単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した年代｛
半減期はリビーの5568年を用いた。

補正14C年代"conventionai radioca巾onage'′

試料の炭素安定同位体比( 13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り

14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で､算出した年代。

試料の 13C値を-25(96o)に標準化することによって得られる年代値である。

暦年代を得る際にはこの年代値をもちいる。

錘ﾌ卒C"
昨駅ノ

""c"W 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。

この安定同位体比は､下式のように標準物質(PDB)の同位体比からの千分偏差(96o)
で表現する。

( 13C/12C)[試料]-( 13C/12C)[標準1× 1000613C(960)=
(13C/12C)[標準］

ここで、 13C/12C[標準]=0.0112372である。

”年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により､暦年代を
算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの測定､サンゴのU-Th年代と
14C年代の比較により、補正曲線を作成し､暦年代を算出する。最新のデータベース（

'' |NTCAL98RadiocarbonAgeCalibration'′ Stuiver etal,1998,Radiocarbon40(3))
により約19000yBPまでの換算が可能となった｡＊

*但し､ 10000yBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が高いので､補正前のデータの保管を推奨します。

′'ThecalendarcalibrationswerecalculatedusingthenewestcalibrationdataaspublishedinRadiocarbon,Vol.40,
N23J99aUSingthecl｣bicspl inefitmathematicsaspubl ishedbyTalmaandVogel ,Radiocarbon,Vol.35,No2,pg
317-322, 1993:ASimpl ifiedApproachtoCalibratingC14DatesResultsarerep61tedbothascalBCandcaIBP.
NotethOt"l ibrationfor_samplea.beyondaboutlO,000years isstil lverysumective. Thecal ibrationdatabeyond
aboutl3,000yearsisa''bestfit''compilationofmodeleddataand,althoughan improvementontheaccuracyofthe
radiocarbondate, shouldbeconsidered i l lustrative. It isverylikelythatcal ibrationdatabeyondlO,000years~wi l l
change inthefuture. Becauseofthis, itisveryimportanttoquotetheoriginalBPdatesandthesereferences in
yourpubl icationssothatfuturerefinementscanbeappliedtoyourresults.'′

率…するデ→

測定方法 AMS : 加速器質量分析

Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによるβ一線計数法

処理･調製･その他 ： 試料の前処理､調製などの情報

前処理 acid-alkal i-acid :酸一アルカリー酸洗浄

acidwashes :酸洗浄

acidetch :酸によるエッチング

none ：未処理

調製､その他

Bulk-LowCarbonMaterial :低濃度有機物処理

BoneCol lagenExtraction : 骨､歯などのコラーゲン抽出

Cel luloseExtraction : 木材のセルローズ抽出

ExtendedCounting : Radiometricによる測定の際､測定時間を延長する

BETAANALYTICINC.

4985SW74Court,Miami ,FI , U.S.A33155

分析機関
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試料データ C14年代(yBP)

(MeasuredC14age)

613C(permil) 補正C14年代(yBP)

(ConventionalC14age)

Beta- 174517 6900+40~ －25，7 6890+40~

試料名( 21723) HAMA3-1

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など nutshell acid/alkali/acid

3eta- 174518 6890+40~ -25.3 6890＋40~

試料名( 21724) HAMA3-2

測定方法､期間 AMS-Standard

試料種､前処理など charredmaterial acid/alkali/acid

年代値はRCYBP(1950AD･を0年とする)で表記｡モダンリファレンススタンダードは国際的な慣例としてNBSOxal icAcidの

C14濃度の95%を使用し､半減期はリビーの5568年を使用した｡エラーは1シグマ(68%確率)である。

表1 厚真町浜厚真3遺跡放射性炭素年代測定分析試料一覧
重量

(9)

測定

方法 層位蔦取冒層位 備考種類 遺構名 発掘区試料番号幾種類 f
HAMA3-1AMS 炭化クルミ殻 O

HAMA3-2AMS 炭化材 0

0AMS 炭化クルミ殻 Vc層上面F－8※.09 K-43 2002. 9.26 フローテーション後に回収
~

’ F-l lXK-41 ･42 Vc層上面 2002. 9.3005 フローテーション後に回収

※F-8･ 11とも焼土跡
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VI I'I然科学|'I9手法による分析

CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-25.7:lab.mult=1)

LaboratorVnumber: Beta-174517

Conventionalradiocarbonage: 689"40BP

ZSigmacalibratedresult: CalBC5840to5710(CalBP7790to7660)

(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalBC5740(CalBP7700)

lSigmacalibratedresult: CalBC5790to5720(CalBP7740to7680)

(68%probability)
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CALIBRATIONOFRADIOCARBONAGETOCALENDARYEARS

(Variables: C13/C12=-25.3:lab.mult=1)

LabOratorVnumber: Beta-174518

Conventionalradiocarbonage: 6890~40BP

2Sigmacalibratedresult: CalBC5840to5710(CalBP7790to7660)

(95%probability)

Interceptdata

Interceptofradiocarbonage

withcalibrationcurve: CalBC5740(CalBP7700)

1Sigmacalibratedresult: CalBC5790to5720(CalBP7740to7680)
(68%probability)
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VI 自然科学的手法による分析

2 浜厚真3遣跡の古植生について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

浜厚真3遺跡は、北海道勇払郡厚真町の浜厚真地区に所在し、現海岸線から2kmほど内陸の台地

縁辺部（現標高7～12m)に位置する。調査区の地形は、北側と南西側に台地、南東側に低湿地がみ

られ、それらの間は平坦部となっている。今回の発掘調査により、縄文時代早期の焼土や縄文時代中

期後半～後期初頭の可能性があるTピットなど､縄文時代を中心とした遺構・遺物が検出されている。

このうち、 Tピットの多くは平坦部で検出されている。

今回の分析調査では、縄文時代早期～晩期の植生変遷とともに、 Tピット周辺の古植生に関する情

報を得るため、花粉分析と植物珪酸体分析を行った。

1 ．試料

調査区内の基本土層は大きくI層～X層に区分され、主に火山灰やそれを母材とする土壌により椛

成される。Tピットは、縄文時代中期後半～後期初頭に堆積したとみられるV層から掘り込まれてい

る。V層は場所により、 Va層･Vb層･Vc層に細分される。このうち、 Va層はTピットが掘り

込まれた層位、 Vb層は支笏第1テフラ (Spfa-1)の二次堆積と推測されている。またVc層は、東

釧路Ⅱ式の出土する縄文時代早期の遺物包含層で、上面～上位で焼土が確認された。今回の訓査では、

基本土層の観察されたL-33地点が基本士層試料採取地点とされた。なお、本地点ではVa層とVb

層の問にVa層下位がもうけられている。試料は、 Va層･Va層下位･Vb層･Vc層から3点ず

つ、合計12点が採取された。

一方、 Tピットについては、構築から埋積開始までの情報を包含すると思われる底部の土壌を分析

対象とし、 5基(TP-75･76 ． 91･ 100･ 114)のTピットから1点ずつ、計5点の土壌試料が採取

された。このうち、 TP-75は調査区北側に位置する南向きの斜面下方、 TP-114は調査区南側に位

置する北向きの斜面下方、他の3基は平坦部に構築されている。なお試料の採取は、発掘担当者によ

り現代の土壌などが混入しないように注意深く行われた。

分析試料は、基本土層試料およびTピット底部試料の合計17点である （表1）。

表1 分析試料

試料

番号

分析坂l］

花粉 PC

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●
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2．分析方法

（1） 花粉分析

試料約logについて、水酸化カリウムによる泥化、節別、重液（臭化亜鉛：比重2.3)による有機

物の分離、 フツ化水素酸による鉱物質の除去、 アセトリシス （無水酢酸9 ：濃硫酸1の混合液）処理

による柚物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残置をグ

リセリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全

ての種類について同定・計数する。

結果は|可定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布IXlとして表示する。図' ' 1の木

本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で出現率を算出し|叉|示する。

(2) 植物珪酸体分析

湿重59前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理(70W, 250KHz, 1分間) 、沈

定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物

珪酸体を分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入してプレパラートを作成する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪峻体と1l平ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以

下、機動細胞珪酸体と呼ぶ） を、近藤・佐瀬(1986)の分類に基づいて|司定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から

古植生について検討するために、植物珪酸体群集図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と

機動細胞珪酸体の珪I峻体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

3．結果

（1） 花粉分析

結果を表2，図1に示す。 IXI表中で複数の種類をハイフオンで結んだものは、種類間の区別が困難

なものを示す。なお、木本花粉総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れが

あるので、出現した種類を＋で表示するにとどめておく。

蛙本土層の試料番号6～12 (Vc層～Va府下位）についてみると、花粉化石・シダ類胞子の産出

が少なく、保存状態も悪い。木本花粉ではコナラ亜屈・ハンノキ属など、草本花粉ではイネ科・キク

亜科などがわずかに認められる程度である。

試料番号1～5 (Va層～Va層下位）では、保存状態はやや悪いものの、草本花粉・シダ類胞子

が多産する。木本花粉ではコナラ属コナラ亜屈が最も多く産出し、モミ属・マツ属・ハンノキ届など

が認められる。

草本花粉ではキク亜科が最も多く産出し、 イネ科・カラマツソウ属・ワレモコウ属・ ヨモギ属など

が認められる。 また、いずれの試料からもシダ類胞子が多産し、ゼンマイ属が多く認められる。

一方、 Tピッ |､の試料番号13～17では基本土層の試料番号6～12と|司様に、花粉化石・シダ類胞子

の産出が少なく、保存状態も悪い。木本花粉ではコナラ亜属など、草本花粉ではイネ科・キク1111科な

どがわずかに認められるに過ぎない。
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

表2 花粉分析結果
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図1 花粉化石群集

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不Iﾘ1花粉を除く数を基数として百分

ﾄで算川した。なお、●○は1％未淌、 ＋は木本花粉10011&|体未iil'iの試料について検出した種類を示す。

(2) 植物珪酸体分析

結果を表3， |212に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に

多数の小孔（溶食痕）が認められる。

V層中では、植物珪酸体の産状に層位的な変化が見られる。

試料番号12～8(Vc層～Vb層)では、下位でイチゴツナギ亜科の産出が目立つが、上位に向かっ

て減少し、代わってクマザサ属を含むタケ亜科が墹加する傾向が認められる。またヨシ属、 ススキ属

なども認められる。

試料番号7～1 (Vb層～Va層）では下位とII1様な種類が認められるものの、 クマザサ属を含む

タケ亜科の産出が目立ち、 イチゴツナギ亜科がこれに続く。 ヨシ属、ススキ属などはわずか、あるい

は稀に認められるに過ぎない。

一方、 Tピッ |､ 5基(TP-75･76･91･100･114)では、いずれもクマザサ属を含むタケ亜科お

よびイチゴツナギ亜科の産出が目立つ。このうち、試料番号13 (TP-75) ･ 14 (TP-76)ではクマ

ザサ属の機動ﾎlli胞珪酸体、試料番号15 (TP-91)ではイチゴツナギ亜科が目立つ。

このように、それぞれのTピットによる産状の違いは見られるものの、斜面下方と平坦部による産

状の違いは明瞭ではない。
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

表3 植物珪酸体分析結果
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4．考察

(1)V層中の植生変遷

L-33地点のVc層上部～Va層下位下部にかけては、花粉化石の検出は少なく、その保存状態も

悪かった。 しかし、植物珪酸体は豊富に検出されたことから、花粉が土壌中に取り込まれにくかった

とは考えにくい。一般的に花粉・シダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるような場合、花

粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている （中村, 1967 ;徳永・山内, 1971)。こ

の点を考慮すれば、堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子が酸化状態による経年変化により分解・

消失したと考えられる。 したがって、 Vc層上部～Va層下位下部は好気的環境下で堆積したと推測

される。植物珪酸体の産状からは、 クマザサ属を含むタケ亜科、 イチゴツナギ亜科、 ヨシ属、 ススキ

属などのイネ科植物が生育していたことがうかがえる。湿ilWな場所に生育するヨシ属がわずかに認め

られたことから、周囲には湿潤な場所も存在していたと思われる。
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図2 植物珪酸体群集

出現率は、 イネ科猫職嚇l1l胞雌酸体、 イネ科葉身機動ﾎ|ll胞珪l1唆体の総数を基数としてl'i分率で卸出した。

なお、●○は1％未柵、 ＋は100個体未淌の試料で検出された枕類を示す。

なお、植物珪酸体の産状はVb層を挟んで変化している。すなわち、 Vc層～Vb層では、下位で

イチゴツナギⅢ科の産川が|］立つが、上位に|f1かって減少し、代わってクマザサ属を含むタケ亜科が

増力llする傾向が認められる。北海道では、胆振地方などの4地域で、 5,000～6,000年前にウシノケグ

サ亜科（イチゴツナギIⅢ科)からササ類にイネ科中の優占種が変化したことが報告されている（佐瀬・

近藤, 1974)｡V層内で見られた産状の変化は、 このような植生の変化を反映している可能性がある。

上位のVa層下位～Va層にかけては、草本花粉とシダ類胞子が多産する。草本類ではキク亜科が

多産し、 イネ科・カラマツソウ属・ワレモコウ属・ ヨモギ属などが検川される。 また、植物珪酸体で

はクマザサ属を含むタケ亜科の産出が目立ち、 イチゴツナギ亜科、 ヨシ届、 ススキ属なども認められ

る。これらのうち多産するキクIIII科やイネ科・ ・ ヨモギ属などは、 ｜州けた|ﾘ]るい場所を好む種を含む分

類群である。森林植生を反映する木本類の産出が少ないことから、当時の本遺跡周辺はキク亜科やイ

ネ科などが生育する、 IMけた草地であったと推測される。

また、道南の花粉化石群集をみると縄文時代にはコナラ亜属やカバノキ属などの広葉樹花粉が優勢

で、マツ属やトウヒ属などの針葉樹花粉を伴う荊l成であり （星野， 1998など)、今回の場合も広葉樹

花粉が優勢な結果が得られている。これより、 コナラ亜属は主に本遺跡が立地する台地や周辺の山野

に森林を形成していたと考えられる。コナラ亜属にはハンノキ属やクマシデ属一アサダ属シナノキ

属と同様、河畔や湿地など湿ったところを好む種類も含まれていることから、 これらとともに低地縁
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Ⅵ 自然科学的手法による分析

辺部や河畔などに生育していた可能性もある。なお、冷温帯上部にあたる北海道南部地域では、 コナ

ラ亜属などの広葉樹と針葉樹がモザイク状に混交する､針広混交林とよばれる森林が多くみられる(小

野・五十嵐, 1991)。検出された針葉樹花粉には標高の高い場)ﾘ『から飛来した'U能性も残されるが、

その立地を考盧すれば、当時針広混交林が存在しており、その構成種に由来する可能性が高いと思わ

れる。

(2) Tピット周辺の占植生

調査した5基のTピット底部の腐植土層からは、花粉化石・シダ類胞子がほとんど検出されなかっ

た。わずかに産出する試料をみると、 コナラ亜属・イネ科・キク亜科などが認められ、 Va層下位～

Va層から得られた群集と同様の傾向を示す。 しかし、産出量が少ないことから、当時の植生を推定

するには充分ではないと考えられる。基本土層Val＃下位より下の層準と|可様に、土壌中に取り込ま

れた花粉が分解・消失したと考えられる。

これらのTピットでは、いずれもクマザサ属を含むタケ亜科とイチゴツナギ亜科に由来する植物珪

酸体の産出が目立った。これより、 Tピットの周ll1:|でもL33地点と同様にイネ科植物などが生育し

ていたことがうかがえる。なお、 TP-75やTP-76ではクマザサ屈の機動細胞珪i峻体、 TP-91では

イチゴツナギ亜科が目立ち、 これらのTピットが構築された場所では局所的にイネ科の中でも優先す

る種類が異なっていたI~ﾘ能性がある。ただし、斜面下方と平坦部による産状の違いは明瞭ではないた

め、斜面1､~方と平坦部でほぼ|司様な杣生であったと思われる。

ところで、静岡県三島I|jの下原遺跡や加茂ノ洞B遺跡では、 l l l石器時代の陥穴状土坑がススキ属な

どの草本類が地面を覆う、士坑の存在の判りにくい場所に構築された可能性が指摘された（植木ほ

か, 1996)。本遺跡で産出の目立ったササ類やイチゴツナギ亜科などの草本類は、他の種類の草本類

とともに群落を作って、地表面を覆うように生育する。そのため、上記の調査例lirl様に、本遺跡のT

ピットも斜面下方や平坦liliの中で、草本類により土坑の存在がわかりにくい場所を選んで構築された

可能性がある。
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図版1 花粉化石・植物珪酸体
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3 浜厚真3遺跡のフローテーシヨン資料

浜厚真3遺跡の焼土(F-2～14)について、炭化種子等の微細遺物を回収する目的でフローテー

ション作業を行った。 lnl収作業にあたっては、浮遊物に2.00mⅡlと0.425111mの節を、沈殿物に1.40inmの

節をそれぞれ用いた。

当センターの整理作業所でこれらの資料の選別を行ったが、時間的な制約から今年度の報告書に掲

載することができなかった。このため、次年度以降発行の報告書（日高自動車道関連）に分析資料の

報告を予定している。表1は回収資料の概要についてまとめたものである。 （山中）

表1 浜厚真3遺跡フローテーション資料一覧
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Ⅶ成果と問題点

Ⅶ成果と問頴点

1 浜厚真3遺跡のTピットについて

これまで述べてきたように､今回の調査では3,390㎡の調査面積から173基のTピットが検出された。

本遺跡の所在する勇払平野東部では、 これまでに「苫小牧東部工業地帯の遺跡群」 （以下、 「苫東遺跡

群｣)等の調査によって、 500基を越すTピットが報告されている。ここでは、本遺跡と｢苫東遺跡群」

のTピットとの相違点について若干の比較を行い、本遺跡の特徴とIM1題点のいくつかを明碓にしてお

きたい。なお「苫東遺跡群」の位置は、図Ⅱ－4－5に示されている （表Ⅶ－1－1の番号は図Ⅱ一

4－5に対応)。

(a)立地

本遺跡は台地から低湿地へ地形が変化する部分に立地している。台地と低湿地の間には標高7～8

m(中央部の調査終了面）の平坦部が形成されており、 Tピットの大半はこの部分で検出された。

一方の「苫東遺跡群」中の各遺跡は、いずれも厚真台地(40等のある台地)、静川台地(100等のあ

る台地) 、柏原台地(16等のある台地) 、遠浅台地(81等のある台地)の頂部、標高約10m以上にあり、

本遺跡とは対照的な立地である。

(b)分布密度

Tピットの分布密度は、 「調査面積（㎡)/Tピット基数」から割り出され（厚真町教委2001)、本

遺跡の場合、 19.6㎡につき1基となる。

「苫東遺跡群」のうち、最もTピッ1､が検出されている静川14遺跡(40番）では130. 1㎡につき1

基、次いで多い厚真7遺跡(100番）では90.9㎡につき1基である （表Ⅶ－1-1)。台地ごとにみる

と、各台地とも約300～400㎡に1基検出される程度で、本遺跡に比べるといずれもTピットの密度は

低い。遺跡の範囲のとらえ方で計算上の値は変わるが、本遺跡が高密度にTピットの分布する一帯で

あることは理解されよう。

本遺跡のTピットを「苫東分類」によって分類したところ、 Bl型にあてはまるものが最も多く67

基、次いでAl型、 A2型、 C2型、 B2型、 Cl ･C型となる （表Ⅳ－2-1)。

これに対して「苫東遺跡群」全体（534基）では、A1型が248基で半数に近く、以下B1型、 C2

型、 A2型、 Cl型、 B2型の順になる （表Ⅶ－1-1)。ただし、 B1型とC2型の差はわずか3

基で、台地によっては両者が逆転する場合もあり、 これらはほぼ同数とみてよいであろう。

このように｢苫東遺跡群｣では、A1型のTピットが最も多いが、本遺跡ではBl型が多い。 また、

「苫東遺跡群」におけるBl型の検出数をみると、調査面積177,830㎡に対して71基にとどまる （約

2,500㎡につき1基検出される程度)。これらを合わせて考えると、台地と低湿地の間に平坦部のある

本遺跡のような場所に、台地頂部よりもBl型の多い可能性がある。

(c)形態

図Ⅶ－1－1は厚真台地と静川台地のTピット約500基について、底面の長径と短径の相関をあら

わしたものである。本遺跡での相関図（図Ⅳ－2－4） と比べると、両者ともおおむね同様の分布を

示しており、 とくに異なるまとまりはみあたらない。

各分類についてみると、 A1型は、両者とも2.5～3.5m付近にまとまりがみられる。本遺跡のA1

型は2.4～4.0mのまとまりがあったため、あえてAl-L型としてIX別したが、厚真・静川台地のも

のをあわせてみると、 2.4mとした境界は暖味になり、 2mを境としてAl型とA2型に分けること

で充分であったかと思われる。 2m以下のA型(A2型）については、本遺跡の場合、 B咽との境界

14I



長
短
比
4

5
』 心 鞄

0
．
8
0

【
I

h
-

／
＝

之
／

／

／
／

〆
之

／
／

0
．
7
0

／
～

／
／

〆

／
／

＝
〆

牛
三
聿

0
．
6
0

8
ノ

一

＝
＝

／
伴 叫 Ⅱ 思 い

一 一 一 一 鐘

卜 」 ｌ 厩 」 」 １

｜ ｜ ｜ ｜ 鐇

面 ヨ ー 到 斗 ヨ ー
丸勝鴎与
b

閏

劉誌

』 ｜ 鐵 一 蕊 一 一 ■

鳶一 一 鍵 一 蕊 一 一 一

ノ
0
．
5
0

9
一

一

０
４

０

（ Ｅ ） 鼬 畷

~

蕊

◆

患I
ル
竺
中

一

一
~

＃
~
~
~
~
｜
~
’
一
一

オ
ー
i←

鍵
j
幅

’
も m

■
」
_■
砧
’
1｡
←
■

0
．
3
0

衣
桧

三一
一
▲

一

』
0
．
2
0

■ ｜ ／

F
▲

f
蛋

雷
Z

0
．
1
0

蟻 ト 」 Ｉ Ｆ 」 １

H
~「

|
「

司
~
－
｢
－

蝉 十 Ｊ Ｉ
＝

0
．
0
0 0
．
0
0

0
．
5
0

1
．
0
0

1
．
5
0

2
．
0
0

2
．
5
0

3
．
0
0

3
．
5
0

4
．
0
0

4
．
5
0

長
径
(
m
)

△
A
型
◇
B
型
□
C
型
（
黒
塗
り
は
厚
真
、
薄
網
は
静
川
台
地
）

図
Ⅶ
－
1
-
1

T
ピ
ッ
ト
底
面
に
お
け
る
長
径
・
短
径
の
相
関
図
（
厚
真
・
静
川
台
地
）



Ⅶ成果と問題点

が不明瞭であり （図Ⅳ－2－4）、配列を想定する際には、A2型、 B1型をあわせて検討した方が

よいと考えられる。

B型は、本遺跡では約1～2mに集中しているが、厚真・静川台地では約1～1.5m程度のものが

多い。C型でとくに目立つ点はない。

以上、 (a)～(c)の3点について、本遺跡のいくつかの特徴を明確にしたつもりである。続い

て、本遺跡のTピットの問題点について若干ふれておきたい。

Ⅳ章でも述べたが、TP-74の覆土1 ･ 2層は隣接するTP-73の掘り上げ土と推測される。一方、

覆土3～10層は晩秋から春先にかけて、土壌中の水分が凍結・融解を繰り返したことにより、壁面等

が崩落して堆積したものとみられる （本頁25～33行参照)。このことから、使用されなくなった74が

くぼみとして確認できる時点で73は構築され、その掘り上げ土で74のくぼみを埋めたと推測される。

さらに、 73 ． 74ともA1-L型で、規模・長軸方向についても概ね同じであることを考慮すると、 74

が使用されなくなってから1年ほどの間に、その代わりとして73は構築されたのではないかと考えら

れる。

さて本遺跡のTピットの中には、重複するものや、隣接するTピットの掘り上げ土によって埋めら

れたもの（以下、埋め戻しと略）があることから、全てが同時に構築されたわけではない。ここで本

遺跡における重複と埋め戻しの差を整理すると、①同分類・同規模のものは重複しないが、長軸方向

をほぼ同じくして隣接する場合、埋め戻される例がある (TP-73と74等)、②異なる分類どうしで

は重複する例があるが(TP－56と78等)、隣接するものに埋め戻しは確認されていない。

①と②、 さらにTピット覆土の堆積を合わせて考えると、同分類で規模・長軸方向も概ね同じTピ

ットどうしの隣接は、 Tピットが埋まりきっていないため重複しないとみられ、構築の時間差が短い

可能性がある。異なる分類のTピットどうしの重複は、 Tピットがほぼ埋まりきっているため重複す

るとみられ、構築の時間差が長い可能性がある。以上のことから推し量ると、本遺跡でのTP-73と

74（ともにAl-L型）の隣接等は同分類のものがほぼ同時期（時間差が短い）に構築されたことを、

TP-56 (A1-L型） と78 (B1型）の重複等は異なる分類のものが時期も異にして（時間差が長

い）構築されたことをうかがわせる。

ここで本遺跡のTピットを冬季に観察する機会があったので、簡単に紹介しておきたい。

2002年10月25日 ：現場調査の最終日。初霜が降りる。

2002年11月初旬（曇り、正午頃) :TP-9に枯葉がかなりたまっている。

2002年12月1日 （晴れ、午前10時半頃) :調査終了面は霜柱が立ちプカプカである。観察された全

てのTピットは、壁面から崩落したⅦにより半分近くまで埋没している。埋まりきっていない壁面に

はⅦの付着した霜柱がびっしりと立ち、小さな崩落を起こし続けている。 まだ積雪はない。

2003年1月26日 （晴れ、正午頃) :積雪20cm程度。TP-99は調査終了面から約45cm下まで埋まっ

ている。地表はピンボールが刺さらないほど凍てついて固い。TP-145の開口部は長径が40cnl程広

がっていた。積雪により多くのTピットの位置は不明である。

花粉分析・植物珪酸体分析の結果によれば（Ⅵ章2参照)、 Tピットが構築された頃の本遺跡は、

キク亜科やイネ科などの生育する開けた草地であったと推測されている。また、 ヨシ属等も検出され

ていることから、近くに湿潤な場所があったとみられており、本遺跡の低湿地部分が該当するのであ

ろう。すでに述べたが、浜厚真3遺跡は台地から低湿地へと変化する地形の境界部分に立地している。

Tピットの構築にあたってこのような立地条件がいかに好適であったかは、 173基にのぼるTピット

の数によって示唆されている。 （山中）
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表Ⅶ－1－1 「苫小牧東部工業地帯の遺跡群」Tピットー責

面積

(㎡）

合
計

台
地

番
号

不
明遺跡名 報告書基数 1基/m A2 B1 B2 C2 CA1 C1 口

静川 l/444.718,234 Ⅷ12 41 17 115 I 126

静川14 l/130. ] Ⅵ15,608 12040 41 23 12 23 12(）13 8

５１１
〃
Ｌ
ｌ

〃
わ
↓
心
Ｊ

《
・
・
９
１
Ｊ l/2187.04］ 2,187 1 Ⅵ1 1厚

静川18 1/1487.02,974 Ⅶ44 2 2 2

静川19 l/270.42,974 V45 11 ５ 1 114

静川20 1/158.12.687 17 Ⅳ46 1 I 2 179 4

静川21 1/636.017 2,544 4 Ⅳ1 ３ Ｉ

静川22 1/622. ]18 13，064 21 Ⅸ11 2 214 1 2 1

真 静川23 l/2770.049 2,770 ⅦI ’ ’

静川24 1/1281.050 2,562 9
台 Ⅶ2２

静川25 l/628.851 8,174 13 12 Ⅶ131

厚真台地合計 1／316.673,778 233 101 23 36 16 13 43 233I

厚真’ 1/434.05.20895 12 I5 2 121 1

厚真2 [/405.196 3,241 8 3 1 3 I~ 8

厚真3 l/205.497 6,366
ご〕1

O－L 2］ ワ
ム Ⅲ3 4 1 31

厚真7 1'／90.9|00 7， 185 79 27 Ⅱ10 10 10 211 79
聡
北
Ｊ

主
ロ
回

厚真8 l/758.86,829101 Q
J I5 4 9

厚真10 1／902.3103 2,707 q
J 1 I1 1 ３

厚真12 1//906.0105 1,812 2 1 Ⅲ2

厚真13 1/355.6106 3,200 9 ７ 1 Ⅳ1 9

共和］ 1／815.9107 5．711 ７ ‘〕

0 1 Ⅱ1
ワ
］

ワ
イ

静川4 l/135.32,3003(） 17 12 2 1 2 X17

静川8 l/313.234 15,66(） 50 25 1 6 2 Ⅲ3 13 5()

静川29 l/646.074 1,938 ３ 1 Ⅶ1 3

静川30 l/551.575 9,375 17 12 4 Ⅶ1 17
川

静川31 l/547.076 1,094 2 1 ⅦI 2

静川33 1/1687.578 3,375 2 1 Ｉ Ⅲ2

静川34 1//785.579 1,713 6 6 Ⅶ6

静川35 1/3281.080 3,281 ］ 1 1 Ⅶ

静川台地合計 1／3'5.683,995 258 131 14 32 9 22 10 35 ?58１ 4

柏原16 l/236. 115 3,778 '6 ワ
ム 29 Q

J 、16

柏
柏原17 l/1251.716 5,007 4 Ⅷ3 4

柏原18 1/326.917 4,904 15 1 1 9 V２ 2 15
原

柏原19 l/354.218 2,125 6 4 2 6 1I

柏原台地合計 1／385.715，814 41 15 2 Q
写 4 15 2 41

土
星
粂
麺

、
鉛
Ｉ
ヂ
、
幹
″
４
５

遠浅1 1/2121.581 1,243 2 1 Ⅱ1

合計 1／333.0177,830 534 248 39 71 '9 35 68 38 5341 5

Tピッ |､の鞭i'fされていない遺跡は含めていない

僻り-は|xIⅡ－4－5に対･ﾙ6 *Miif, | I[は「II'f小牧東部工梁地'附の過跡岼」の#MIIfルシリーズ箔
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図版2

1 Tピット検出状況（西から）

｝

2 西側拡張部Tピット検出状況（北西から）



写真図版



図版1

1 調杳風景（南西から）

I

2 Tピット検出状況（北から）



図版2

1 Tピット検出状況（西から）

～

2 西側拡張部Tピット検出状況（北西から）



図版3

1 調査区完掘（西から）

2 東側拡張部完掘（北から）



図版4

1 西側拡張部完掘（北から）

2 調査区全景（南西から）
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